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論
考

孫
呉

の
正

統
性

と
國

山
碑

渡
邉

義
浩

は
じ
め
に

中
国
の
三
世
紀
に
角
逐
を
演
じ
た
曹
魏
・
蜀
漢
・
孫
呉
の
三
国
の
な
か
で
、
孫

呉
政
権
は
そ
の
存
立
の
正
統
性
が
他
の
二
国
に
比
し
て
希
薄
で
あ
っ
た
。
曹
魏
は
、

堯
舜
革
命
に
範
を
と
っ
た
漢
魏
禪
讓
を
行
い
、
そ
の
正
統
性
を
『
禮
記
』
禮
運
に

求
め
、
蜀
漢
は
、
季
漢
と
称
し
て
漢
室
復
興
を
唱
え
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
孫

（
一
）

呉
は
、
土
德
を
主
張
し
た
も
の
の
、
そ
れ
は
曹
魏
と
重
複
し
、
孫
堅
の
祖
父
孫
鍾

を
題
材
と
し
た
受
命
説
話
も
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
十
全
の
正
統
性
を
孫
呉
に

（
二
）

与
え
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
孫
呉
が
新
た
な
る
正
統
性
を
主
張

す
る
機
会
は
、
土
德
の
正
統
性
が
重
複
し
て
い
た
曹
魏
の
滅
亡
後
の
こ
と
に
な
ろ

う
。
曹
魏
よ
り
禪
讓
を
受
け
て
金
德
を
主
張
し
た
西
晉
に
対
し
て
、
孫
呉
は
い
か

な
る
正
統
性
を
掲
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
孫
呉
の
天
璽
元
（
二
七
六
）
年
の
紀
年
を
持
つ
國
山
碑
に
よ
り
、
陳

壽
の
『
三
國
志
』
に
代
表
さ
れ
る
編
纂
史
料
に
記
さ
れ
な
か
っ
た
孫
呉
の
正
統
性

を
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
漢
室
匡
輔
の
形
成
と
限
界

孫
呉
の
基
礎
を
築
い
た
孫
堅
は
、
董
卓
を
陽
人
の
戦
い
に
破
り
、
洛
陽
の
陵
墓

を
修
復
す
る
な
ど
、
漢
室
へ
の
忠
義
を
尽
く
し
た
。
孫
策
に
よ
り
集
団
に
迎
え
ら

れ
た

張
紘
は
、
孫
堅
の
行
動
を
「

漢
室
匡
輔
」
と
い
う
正
統
性
に
ま
と
め
あ
げ
、

そ
れ
は
孫
權
へ
と
継
承
さ
れ
た
。
し
か
し
、
『
三
國
志
』

巻
四
十
六
孫
討
逆
傳

（
三
）

注
引
『
呉
歴
』
に
、

（
四
）

（
張
紘
）
乃
ち
答
へ
て
曰
く
、
「
昔
周
道
陵
遲
す
る
も
、
齊
・
晉
並
び

興
り
、
王
室
已
に
寧
く
、
諸
侯
貢
職
す
。
今
君
先
侯
の
軌
を
紹
ぎ
、
驍

つ

武
の
名
有
り
。
若
し
丹
楊
に
投
じ
、
兵
を
呉
・
會
に
收
む
れ
ば
、
則
ち
荊
・

揚
は
一
に
す
可
く
、
讐
敵
に
報
ゆ
可
し
。
長
江
に
據
り
、
威
德
を
奮
ひ
、
羣

穢
を
誅
除
し
、
漢
室
を
匡
輔
せ
ば
、
功
業
は
桓
（
公
）
・
文
（
公
）
に
侔
し

ひ
と

く
、
豈
に
徒
に
外
藩
な
る
の
み
な
ら
ん

や
。
方
今
世
亂
れ
難
多
く
、
若
し

功
を
ば
成
し
事
を
ば
立
て
ん
と
す
れ
ば
、
當
に
同
好
と
與
に
倶
に
南
に
濟
る

べ
き
な
り
」
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
漢
室
匡
輔
は
、
春
秋
時
代
の
齊
の

桓
公

や
晉
の

文
公
に
準
え
ら

れ
る
覇
者
の
正
統
性
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
漢
を
無
み
し
て
皇
帝
に
即
位
し

た
袁
術
よ
り
自
立
す
る
正
統
性
は
提
供
し
得
た
が
、
皇
帝
と
な
り
得
べ
き
正
統
性

が
漢
室
匡
輔
に
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
華
北
を
統
一
し
た
曹
操
が
南
下
し
て
荊
州
を
支
配
し
降
伏
を
要

求
す
る
と
、
漢
室
匡
輔
は
揺
ら
ぎ
を
み
せ
る
。
張
昭
の
降
伏
論
の
よ
う
に
、
漢
の

丞
相
で
あ
る
曹
操
に
帰
順
す
る
こ
と
も
漢
室
匡
輔
の
一
つ
の
方
法
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
周
瑜
は
、
曹
操
は
漢
の
丞
相
の
名
を
楯
に
し
て
い
る
が
、
そ
の

実
は
漢
に
仇
な
す
賊
徒
で
あ
る
と
し
て
主
戦
論
を
説
い
た
が
（
『
三
國
志
』
卷
五

十
四
周
瑜
傳
）
、
曹
操
と
獻
帝
を
引
き
離
せ
な
い
限
り
、
現
実
的
な
主
張
で
は
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な
い
。
ゆ
え
に
魯
肅
は
、
「
天
下
三
分
の
計
」
を
説
き
、
漢
の
復
興
に
拘
ら
ず
、

天
下
を
三
分
し
て
孫
權
が
即
位
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
（
『
三
國
志
』
卷
五
十

四
魯
肅
傳
）
。
の
ち
に
、
孫
權
が
即
位
し
た
時
、
魯
肅
を
追
憶
し
た
よ
う
に
、

（
五
）

漢
室
匡
輔
で
は
孫
呉
を
建
国
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
後
漢
の
滅
亡
が
近
づ
く
に
つ

れ
、
正
統
性
を
転
換
す
る
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
た
。

後
漢
が
滅
亡
し
、
曹
魏
が
成
立
す
る
と
、
群
臣
は
孫
權
に
上
將
軍
・
九
州
伯
を

称
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。
し
か
し
、
孫
權
は
こ
れ
を
容
れ
ず
、
曹
魏
よ
り
呉
王
に

（
六
）

封
建
さ
れ
、
九
錫
を
授
け
ら
れ
た
。
關
羽
の
仇
討
ち
を
目
指
す
蜀
漢
の
劉
備
に
攻

め
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
呉
王
封
建
の
答
礼
の
使
者
と
し
て
曹

魏
に
派
遣
さ
れ
た
趙
咨
は
、
『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
注
引
『
呉
書
』
に
、

（
七
）

趙
咨
言
ひ
て
曰
く
、
「
北
方
を
觀
る
に
終
に
は
盟
を
守
る
能
は
ず
。
今
日

の
計
は
、
朝
廷
漢
の
四
百
の
際
を
承
け
、
東
南
の
運
に
應
じ
、
宜
し
く
年

う

號
を
改
め
、
服
色
を
正
し
て
、
以
て
天
に
應
じ
民
に
順
ふ
べ
し
」
と
。
權

之
を
納
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
東
南
の
運
に
応
じ
て
元
號
を
建
て
、
服
色
を
正
す
べ
き
で
あ
る

（
八
）

と
し
た
。
曹
魏
と
の
盟
約
は
一
時
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
建
安

二
十
七
（
二
二
二
）
年
六
月
、
孫
權
は
劉
備
を
夷
陵
に
撃
退
し
、
九
月
、
人
質
要

（
九
）

求
を
断
っ
た
た
め
攻
め
寄
せ
た
曹
魏
軍
を
撃
破
す
る
と
、
黄
武
と
改
元
し
た
。
黄

武
二
（
二
二
三
）
年
正
月
に
は
、
後
漢
四
分
暦
に
代
わ
っ
て
乾
象
暦
を
採
用
し
、

（
一
〇
）

土
德
で
あ
る
こ
と
を
鮮
明
に
し
た
。

（
一
一
）

そ
の
一
方
で
、
孫
策
以
来
の
正
統
性
で
あ
る
漢
室
匡
輔
は
、
絶
望
的
と
な
っ
て

い
た
。
『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
注
引
『
江
表
傳
』
に
、

（
一
二
）

權
云
ふ
、
「
近
ご
ろ
玄
德
の
書
を
得
る
に
、
已
に
深
く
咎
を
引
き
、
復
た
舊

好
を
求
む
。
前
に
西
を
名
づ
け
て
蜀
と
爲
す
所
以
の
者
は
、
漢
帝
尚
ほ
存 ゐ
ま

す
の
故
を
以
て
の
み
。
今
漢
已
に
廢
せ
ら
る
れ
ば
、
自
づ
か
ら
名
づ
け
て

お
の

漢
中
王
と
爲
す
可
き
な
り
」
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
黄
武
元
（
二
二
二
）
十
二
月
に
劉
備
と
友
好
関
係
を
回
復
す
る

と
、
漢
帝
が
廃
位
さ
れ
た
以
上
、
劉
備
を
漢
中
王
と
呼
ん
で
よ
い
と
し
、
後
漢
を

「
匡
輔
」
す
る
こ
と
に
絶
望
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
孫
權
は
、
自
ら
の
即
位
は
否

定
す
る
。
『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
注
引
『
江
表
傳
』
に
、

（
一
三
）

權
辭
讓
し
て
曰
く
、
「
漢
家
堙
替
す
る
に
、
存
救
す
る
能
は
ず
、
亦
た
何

を
か
心
ひ
て
競
は
ん

や
」
と
。
羣
臣
天
命
・
符
瑞
を
稱
し
、
固
く
重
ね
て

お
も

以
て
請
ふ
も
、
權
未
だ
之
を
ば
許
さ
ず
。

と
あ
る
よ
う
に
、
漢
室
匡
輔
を
果
た
し
得
な
か
っ
た
孫
權
は
、
即
位
す
る
正
統
性

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

孫
策
の
時
よ
り
掲
げ
ら
れ
た
漢
室
匡
輔
は
、
後
漢
の
滅
亡
ま
で
は
孫
氏
の
正
統

性
を
支
え
た
が
、
孫
呉
を
建
国
す
べ
き
正
統
性
と
は
成
り
得
な
か
っ
た
。
正
統
性

の
不
在
は
、
三
国
の
中
で
孫
權
の
即
位
を
遅
れ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

二
、
不
安
定
な
正
統
性
と
瑞
祥

曹
魏
の
建
国
か
ら
遅
れ
る
こ
と
九
年
、
黄
龍
元
（
二
二
九
）
年
四
月
、
黄
龍
と

鳳
凰
が
現
れ
た
と
の
瑞
祥
に
基
づ
き
、
孫
權
は
皇
帝
の
位
に
即
い
た
。
即
位
を
天

に
告
げ
る
告
天
文
に
は
、
『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
注
引
『
呉
録
』
に
、

（
一
四
）

孽
臣
の
曹
丕
遂
に
神
器
を
奪
ひ
、
丕
の
子
た
る
叡
世
を
繼
ぎ
慝
を
作
し
、

名
を
淫
し
制
を
亂
す
。
（
孫
）
權
東
南
に
生
ま
れ
、
期
運
に
遭
値
す
。
乾

を
承
け
戎
を
秉
り
、
志
は
世
を
平
ら
か
に
す
る
に
在
り
。
辭
を
奉
じ
罰
を
行

ひ
、
足
を
擧
ぐ
る
も
民
の
爲
に
す
。
…
…
咸
以
爲
へ
ら
く
、
天
意
は
已
に

漢
よ
り
去
り
、
漢
氏
は
已
に
祀
を
天
よ
り
絶
た
れ
り
と
。
皇
帝
の
位
は
虚
し

く
、
郊
祀
に
主
無
し
。
休
徴
・
嘉
瑞
、
前
後
に
雜
沓
す
。
歴
數
躬
に
在
ら

ば
、
受
け
ざ
る
を
得
ず
。

と
あ
る
よ
う
に
、
漢
を
滅
ぼ
し
漢
室
匡
輔
を
無
に
し
た
曹
魏
の
帝
位
が
、
不
当
で
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あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
孫
權
が
即
位
す
べ
き
正
統
性
と
し

て
、
東
南
の
運
氣
が
高
ま
る
時
で
あ
る
こ
と
と
、
休
徴
・
嘉
瑞
が
度
重
な
っ
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
を
漢
魏
禪
讓
を
堯
舜
革
命
に
準
え
る
こ
と
を
中
心
に
、
緯
書
・
讖
緯
思
想

お
よ
び
天
文
・
分
野
説
に
基
づ
く
瑞
応
を
挙
げ
る
曹
魏
の
正
統
性
と
、
蜀
學
の
特

（
一
五
）

徴
で
あ
る
讖
緯
思
想
に
よ
り
劉
備
に
即
し
た
緯
書
を
制
作
し
、
漢
室
復
興
を
唱
え

る
蜀
漢
の
正
統
性
に
比
べ
て
み
る
と
、
孫
呉
の
正
統
性
の
脆
弱
さ
は
否
め
な
い
。

（
一
六
）

そ
れ
を
補
う
た
め
で
あ
ろ
う
。
孫
呉
で
は
、
孫
權
の
即
位
時
に

止
ま
ら
ず
、
頻

繁
に
瑞
祥
の
報
告
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
文
末
の
「
孫
呉
瑞
祥
年

表
」
に
現
れ
る
孫
呉
の
瑞
祥
の
特
徴
は
、
天
册
二
（
二
七
六
）
年
ま
で
は
、
瑞
祥

に
五
行
を
特
定
で
き
る
よ
う
な
偏
り
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
土
德
を
掲
げ
る
王
朝

な
の
で
あ
る
か
ら
、
黄
龍
な
ど
土
德
と
係
わ
る
瑞
祥
が
多
い
べ
き
だ
が
、
そ
の
よ

う
な
偏
り
は
指
摘
で
き
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
多
く
の
瑞
祥
の
報
告
が
繰
り
返

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
危
機
感
の
現
れ
で
あ
る
こ
と
は
、
蜀
漢
の
滅
亡
し
た

永
安
六
（
二
六
三
）
年
に
、
黄
龍
の
ほ
か
青
龍
・
白
燕
・
赤
雀
と
色
と
り
ど
り
の

瑞
祥
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
端
的
に
現
れ
る
。
こ
れ
が
天
册
二
（
二
七
六
）

年
以
降
は
、
金
德
（
白
）
に
統
一
さ
れ
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
。
こ
こ
で
は
瑞
祥
の
頻
繁
さ
が
、
孫
呉
の
正
統
性
の
不
安
定
さ
を
示
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

不
安
定
な
正
統
性
を
史
書
に
よ
り
補
う
試
み
も
行
わ
れ
た
。
韋
昭
の
『
呉
書
』

で
あ
る
。
『
三
國
志
』
卷
四
十
六
孫
破
虜
傳
注
引
『
呉
書
』
に
、

（
一
七
）

（
一
八
）

（
孫
）
堅
城
南
の
甄
官
井
の
上
に
軍
す
る
に
、
旦
に
五
色
の
氣
有
り
。

ほ
と
り

あ
し
た

軍
を
擧
げ
て
驚
怪
し
、
敢
へ
て
汲
む
も
の
有
る
莫
し
。
堅
人
を
し
て
井
に

入
ら
し
め
、
探
り
て
漢
の
傳
國
璽
を
得
。
文
に
曰
く
、
「
命
を
天
に
受
け
、

既
に
壽
に
し
て
永
昌
た
ら
ん
」
と
。
方
圜
四
寸
、
上
の
紐
に
五
龍
を
交
へ
、

上
の
一
角
を
ば
缺
く
。

と
述
べ
ら
れ
る
、
漢
の
傳
國
の
玉
璽
が
孫
堅
に
受
け
継
が
れ
た
と
い
う
記
述
は
、

不
安
定
な
正
統
性
を
史
書
で
補
う
試
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
裴
松
之
は
孫
堅
が
玉

璽
を
ね
こ
ば
ば
し
た
こ
と
に
な
る
こ
の
記
事
を
憎
み
、
呉
の
史
官
は
呉
の
名
誉
の

た
め
に
事
実
を
曲
げ
て
、
か
え
っ
て
孫
堅
を
傷
つ
け
て
い
る
、
と
厳
し
く
批
判
し

て
い
る
（
『
三
國
志
』
卷
四
十
六
孫
破
虜
傳
注
）
。
し
か
も
、
肝
心
な
玉
璽
は
、

曹
魏
か
ら
西
晉
へ
と
伝
わ
っ
て
お
り
（
『
宋
書
』
卷
十
八
禮
志
五
）
、
史
書
に
よ

っ
て
孫
呉
の
正
統
性
を
補
い
得
て
は
い
な
い
。

こ
の
た
め
孫
權
は
、
天
子
と
し
て
の
最
重
要
儀
礼
で
あ
る
天
を
祭
る
郊
祀
を
行

お
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
に
、

（
一
九
）

是
の
冬
、
羣
臣
權
の
未
だ
郊
祀
せ
ざ
る
を
以
て
、
奏
議
し
て
曰
く
、

「
頃
者
嘉
瑞
は
屢
々
臻
り
、
遠
國
は
義
を
慕
ひ
、
天
意
・
人
事
、
前
後
に

こ
の
ご
ろ

備
集
す
。
宜
し
く
郊
祀
を
脩
め
て
、
以
て
天
意
を
承
く
る
べ
し
」
と
。
權
曰

く
、
「
郊
祀
は
當
に
土
中
に
於
て
す
べ
し
。
今
其
の
所
に
非
ざ
る
に
、
何

に
於
て
此
を
施
さ
ん
」
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
孫
權
は
郊
祀
を
行
う
場
所
は
、
土
中
（
洛
陽
）
で
あ
る
べ
き
と

し
、
臣
下
の
郊
祀
実
施
の
勧
め
を
拒
絶
し
て
い
る
。
正
統
性
の
欠
如
を
最
も
認
識

し
て
い
た
者
は
、
孫
權
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
崩
御
の
前
年
の
太

元
元
（
二
五
一
）
年
、
孫
權
は
南
郊
で
郊
祀
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
江
東
で
郊
祀

（
二
〇
）

を
行
い
得
る
よ
う
な
東
南
に
土
中
を
求
め
る
考
え
方
が
成
立
し
た
こ
と
を
想
定
さ

せ
る
。

孫
權
は
東
南
の
運
氣
と
瑞
祥
を
理
由
に
即
位
し
た
が
、
そ
の
正
統
性
は
他
の
二

国
に
比
べ
て
弱
く
、
頻
繁
な
瑞
祥
の
報
告
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
史
書

に
よ
っ
て
も
そ
れ
を
補
う
こ
と
は
難
し
く
、
天
子
で
あ
り
な
が
ら
、
天
を
祭
る
郊

祀
を
行
わ
な
い
状
況
が
長
く
続
い
た
。
郊
祀
が
行
わ
れ
た
孫
權
の
崩
御
の
前
年
に

は
、
瑞
祥
は
見
ら
れ
な
い
。
東
南
の
運
氣
の
理
念
が
進
展
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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三
、
東
南
の
運
氣
と
禹
の
結
合

孫
呉
の
正
統
性
と
し
て
告
天
文
に
記
さ
れ
る
東
南
の
運
氣
は
、
曹
魏
と
の
外
交

の
場
で
も
主
張
さ
れ
て
い
た
。
『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
注
引
『
呉
書
』

に
、

（
二
一
）

（
陳
化
）
郎
中
令
と
爲
り
魏
に
使
ひ
す
。
魏
の
文
帝
酒
の
酣
な
る
に
因

た
け
な
わ

り
、
嘲
り
問
ひ
て
曰
く
、
「
呉
・
魏
峙
立
す
。
誰
ぞ
將
に
海
内
を
平
一
せ

ん
と
す
る
者
か
」
と
。
化
對
へ
て
曰
く
、
「
易
に
稱
す
ら
く
、
『
帝
は
震
に

出
づ
』
と
。
加
へ
て
先
哲
の
知
命
な
る
に
聞
く
に
、
舊
説
に
、
『
紫
蓋
黄
旗
、

運
は
東
南
に
在
り
』
と
」
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
ま
だ
孫
呉
が
曹
魏
と
の
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
こ
ろ
、
曹
魏
へ
の

使
者
と
な
っ
た
陳
化
は
、
文
帝
曹
丕
に
対
し
て
『
周
易
』
説
卦
傳
を
典
拠
に
、
東

か
ら
帝
が
出
る
こ
と
を
主
張
し
、
ま
た
旧
説
と
し
て
東
南
の
運
氣
を
説
い
て
い
る
。

「
帝
は
震
に
出
づ
」
と
は
、
劉
向
・
劉
歆
父
子
が
包
羲
氏
が
は
じ
め
て
天
命
を
受

け
た
こ
と
の
論
拠
と
し
て
使
用
し
た
も
の
で
あ
り
（
『
漢
書
』
卷
二
十
五
下
郊

祀
志
下
）
、
こ
こ
で
陳
化
が
述
べ
る
よ
う
に
、
皇
帝
が
東
方
よ
り
出
る
と
い
う
意

味
で
は
な
い
。
『
周
易
』
本
来
の
意
味
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
王
弼
は
、
天
帝

（
造
物
主
）
が
震

明
の
と
き
に
万
物
を
発
動
さ
せ
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
。
曹
丕

（
二
二
）

も
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
、
周
の
文
王
は
西
か
ら
出
た
ぞ
、
と
応
え
た
よ
う
に

（
『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
注
引
『
呉
書
』
）
、
論
と
し
て
の
説
得
力
に
欠

け
る
断
章
引
句
と
言
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
先
哲
の
知
命
が
伝
え
る
旧
説
と
し
て
引
用
さ
れ
る
「
紫
蓋
黄
旗
、
運
は

東
南
に
在
り
」
と
い
う
字
句
は
、
荊
州
學
を
踏
ま
え
て
偽
作
さ
れ
た
こ
と
が
伝
え

（
二
三
）

ら
れ
る
。
『
三
國
志
』
卷
四
十
八
三
嗣
主
孫
晧
傳
注
引
『
江
表
傳
』
に
、

（
二
四
）

初
め
丹
楊
の
刁
玄
蜀
に
使
ひ
し
、
司
馬
徽
の
劉

廙
と
與
に
運
命
・
暦
數
の

事
を
論
ず
る
を
得
。
玄
詐
り
て
其
の
文
を
增
し
て
以
て
國
人
を
誑
し
て
曰

く
、
「
黄
旗
紫
蓋
、
東
南
に
見
る
。
終
に
天
下
を
有
す
る
者
は
、
荊
・
揚

あ
ら
は

の
君
な
ら
ん
か
」
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
刁
玄
が
使
者
と
し
て
蜀
を
訪
れ
た
と
き
、
司
馬
徽
の
劉

廙
と
の

論
を
入
手
し
、
文
を
加
え
て
、
「
黄
旗
紫
蓋
、
東
南
に
見
る
。
終
に
天
下
を
有
す

る
者
は
、
荊
・
揚
の
君
な
ら
ん
か
」
と
い
う
文
言
を
偽
作
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
韋
昭
に
よ
り
後
付
け
で
陳
化
の
言
と
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

の
ち
に
東
南
の
運
氣
に
関
す
る
事
柄
は
、
さ
ら
に
整
っ
た
形
で
記
録
さ
れ
た
。

『
宋
書
』
卷
二
十
七
符
瑞
志
上
に
、

（
二
五
）

初
め
秦
の
始
皇
東
巡
し
て
、
江
を
濟
る
。
望
氣
者
云
へ
ら
く
、
「
五
百
年

の
後
、
江
東
に
天
子
の
氣
有
り
て
呉
に
出
づ
。
而
し
て
金
陵
の
地
、
王
者
の

勢
有
り
」
と
。
是
に
於
て
秦
の
始
皇
乃
ち
金
陵
を
改
め
て
秣
陵
と
曰
ひ
、

北
山
を
鑿
ち
て
以
て
其
の
勢
を
絶
つ
。
呉
に
至
り
て
、
又
囚
徒
十
餘
萬
人

を
し
て
其
の
地
を
掘
汙
せ
し
め
、
表
す
に
惡
名
を
以
て
し
、
故
に
囚
卷
縣
と

曰
ふ
、
今
の
嘉
興
縣
な
り
。
漢
の
世
に
術
士
言
ふ
、
「
黄
旗
紫
蓋
、
斗
・
牛

の
間
に
見
れ
、
江
東
に
天
子
の
氣
有
り
」
と
。
獻
帝
の
興
平
中
、
呉
中
謠

（
二
六
）

言
す
ら
く
、
「
黄
金
の
車
、
斑
闌
た
る
の
み
。
昌
門
を
開
き
、
天
子
出

づ
」
と
。
魏
の
文
帝
の
黄
初
三
年
、
夏
口
・
武
昌
並
び
に
黄
龍
・
鳳
皇
見

る
と
言
ふ
。
其
の
年
、
（
孫
）
權
尊
號
を
稱
す
。
年
七
十
一
に
至
り
て
薨

ず
。

と
あ
る
。
東
南
の
運
氣
は
す
で
に
始
皇
帝
の
と
き
に
、
五
百
年
後
に
天
子
の
氣
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
漢
の
世
に
は
「
黄
旗
紫
蓋
」
が
呉
・
越
の
分
野
に
現
れ
、

「
江
東
に
天
子
の
氣
」
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
始

皇
帝
の
東
巡
は
始
皇
三
十
七
（
前
二
一
〇
）
年
で
あ
り
（
『
史
記
』
卷
六
始
皇

本
紀
）
、
そ
こ
に
五
百
年
を
加
え
て
も
孫
呉
の
成
立
年
（
二
二
九
年
）
と
は
な
ら

な
い
。
五
百
年
と
い
う
字
句
は
、
孫
呉
と
同
様
、
江
東
の
建
康
に
首
都
を
置
い
た

東
晉
の
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
に
付
加
さ
れ
た
の
あ
ろ
う
。
東
晉
と
の
関
わ
り
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は
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
始
皇
帝
と
東
南
の
運
氣
が
結
び
つ
い
て
い

た
こ
と
を
理
解
で
き
れ
ば
よ
い
。

始
皇
帝
と
の
関
わ
り
で
あ
れ
ば
、
東
南
の
運
氣
を
語
っ
て
い
た
知
命
の
先
哲
が

孫
權
に
仕
え
て
い
る
。
漢
室
匡
輔
の
正
統
性
を
孫
氏
集
団
に
掲
げ
さ
せ
た
張
紘
で

あ
る
。
『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
注
引
『
江
表
傳
』
に
、

（
二
七
）

（
張
）
紘
（
孫
）
權
に
謂
ひ
て
曰
く
、
「
秣
陵
は
、
楚
の
武
王
の
置
き
し

所
、
名
づ
け
て
金
陵
と
爲
す
。
地
勢
は
岡
阜
に
し
て
石
頭
に
連
な
る
。
訪
問

せ
し
故
老
は
云
へ
ら
く
、
『
昔
秦
の
始
皇
會
稽
に
東
巡
し
て
此
の
縣
を
經

る
に
、
望
氣
者
云
へ
ら
く
、
「
金
陵
の
地
形
は
王
者
の
都
邑
の
氣
有
り
」
と
。

故
に
連
岡
を
掘
斷
し
、
名
を
秣
陵
と
改
む
』
と
」
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
張
紘
は
、
秦
の
始
皇
帝
が
、
會
稽
に
東
巡
し
た
際
に
、
望
氣
者

が
金
陵
に
王
者
の
都
邑
の
氣
が
あ
る
と
し
た
こ
と
を
嫌
い
、
地
形
と
地
名
を
変
え

た
と
の
「
旧
説
」
を
孫
權
に
伝
え
て
い
る
。
陳
化
の
言
は
、
こ
れ
に
基
づ
く
の
で

あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
東
南
の
運
氣
単
独
で
は
、
曹
魏
・
蜀
漢
に
比
べ
て
、
正
統
性

と
し
て
薄
弱
な
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
曹
魏
が
滅
亡

し
た
こ
と
を
機
に
、
東
南
の
運
氣
は
禹
と
結
合
さ
れ
て
い
く
。

呉
に
は
古
く
か
ら
禹
に
関
す
る
伝
説
が
残
さ
れ
て
る
。
『
史
記
』
卷
二
夏
本

紀
に
、
「
帝
禹
東
の
か
た
巡
狩
し
、
會
稽
に
至
り
て
崩
ず
」
と
あ
り
、
『
漢
書
』

（
二
八
）

卷
二
十
八
上
地
理
志
上
に
、
「
（
會
稽
郡
）
山
陰
、
會
稽
山
南
に
在
り
、
上
に

（
二
九
）

禹
冢
・
禹
井
有
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
禹
は
會
稽
で
崩
御
し
た
と
さ
れ
、
會
稽
山

に
は
禹
の
塚
も
あ
る
。
孫
策
の
拠
点
が
會
稽
に
置
か
れ
（
『
三
國
志
』
卷
四
十
六

孫
討
逆
傳
）
、
孫
權
が
孫
會
稽
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
（
『
三
國

志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
）
、
禹
と
會
稽
と
の
関
わ
り
は
、
孫
呉
の
正
統
性
に
と

っ
て
看
過
し
得
な
い
重
要
性
を
持
つ
。
そ
の
禹
が
金
德
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
會
稽
山
と
の
繋
が
り
を
伝
え
る
説
話
が
『
呉
越
春
秋
』
に
残
さ
れ
て
い
る
。

『
呉
越
春
秋
』
卷
六
越
王
無
余
外
傳
に
、

（
三
〇
）

（
禹
）
乃
ち
黄
帝
中
經
暦
を
案
ず
る
に
、
蓋
し
聖
人
の
記
す
る
所
に
曰
く
、

「
九
山
の
東
南
に
天
柱
在
り
、
號
し
て
宛
委
と
曰
ふ
。
赤
帝
闕
に
在
り
、

其
の
巖
の
巓
に
、
承
ふ
る
に
文
玉
を
以
て
し
、
覆
ぐ
る
に
磐
石
を
以
て
す
。

つ
た

つ

其
の
書
金
簡
に
、
青
玉
も
て
字
を
爲
り
、
編
む
に
白
銀
を
以
て
し
、
皆
其

の
文
を
瑑
に
す
。
禹
乃
ち
東
巡
し
て
、
衡
嶽
に
登
り
、
白
馬
を
血
ぬ
ら

あ
げ
ぼ
り

せ
て
以
て
祭
る
も
、
求
む
る
所
に
幸
れ
ず
。
禹
乃
ち
山
に
登
り
、
天
を
仰

め
ぐ
ま

ぎ
て
嘯
く
。
因
り
て
夢
に
赤
繡
衣
の
男
子
、
自
ら
玄
夷
蒼
水
の
使
者
と
稱
す

る
を
見
る
。
『
聞
く
な
ら
く
、
帝
は
命
を
斯
に
文
せ
し
む
と
。
故
に
來
り
て

之
を
候
ふ
。

厥
の
歳
月
に
非
ざ
れ
ば
、
將
に
告
ぐ
る
に
期
を
以
て
せ
よ
。
無

爲
に
戲
吟
し
、
故
に
覆
釡
の
山
に
倚
歌
す
』
と
。
東
顧
し
て
禹
に
謂
ひ
て
曰

く
、
『
我
山
の
神
書
を
得
ん
と
欲
す
る
者
は
、
黄
帝
の
巖
嶽
の
下
に
齋
せ
よ
。

三
月
庚
子
、
山
を
登
り
石
を
發
せ
ば
、
金
簡
の
書
存
す
』
と
。
禹
退
ぞ
き
、

又
齋
す
。
三
月
庚
子
、
宛
委
山
に
登
り
、
金
簡
の
書
を
發
し
、
金
簡
の
玉

字
を
案
じ
、
通
水
の
理
を
得
」
と
。

と
あ
る
。
宛
委
・
衡
嶽
は
と
も
に
會
稽
山
の
こ
と
で
、
會
稽
山
と
禹
と
の
繋
が
り

を
伝
え
る
説
話
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
禹
は
、
赤
帝
が
金
簡
に
青
玉
で
書
き

白
銀
で
綴
じ
た
秘
書
を
、
黄
帝
の
も
と
で
齋
し
た
の
ち
入
手
し
た
、
と
い
う
。

『
呉
越
春
秋
』
の
著
者
で
あ
る
趙
曄
は
、
後
漢
章
帝
期
の
會
稽
郡
山
陰
縣
の
人
で
、

韓
詩
を
学
び
、
『
詩
細
歴
神
淵
』
を
著
し
た
。
の
ち
に
蔡
邕
が
會
稽
で
『
呉
越
春

秋
』
を
読
み
、
『
論
衡
』
よ
り
優
れ
て
い
る
と
中
原
に
広
め
た
と
い
う
（
『
後
漢

書
』
列
傳
六
十
九
下
儒
林
趙
曄
傳
）
。
趙
曄
は
、
章
帝
期
の
今
文
系
の
儒
者
で

あ
る
か
ら
、
五
行
相
生
説
に
通
じ
て
い
た
は
ず
で
、
金
德
の
白
帝
で
あ
る
禹
が
、

火
德
の
赤
帝
（
漢
、
そ
し
て
堯
を
象
徴
す
る
）
の
秘
書
を
直
ぐ
に
は
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
考
え
、
土
德
の
黄
帝
の
も
と
に
齋
さ
せ
た
の
ち
、
金
簡
に
青
玉

で
書
き
白
銀
で
綴
じ
た
秘
書
を
入
手
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
金
德
の
象

徴
は
、
白
だ
け
で
は
な
く
石
・
玉
を
も
含
む
の
で
、
こ
の
秘
書
が
金
德
の
禹
の
た

（
三
一
）
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め
に
用
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

二
六
五
年
に
曹
魏
が
滅
亡
す
る
こ
と
に
よ
り
、
孫
呉
は
東
南
の
運
氣
と
金
德
の

禹
と
を
結
合
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
孫
呉
は
、

建
国
以
前
に
曹
魏
よ
り
呉
王
に
封
建
さ
れ
、
九
錫
を
受
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

後
漢
か
ら
曹
魏
へ
の
禪
讓
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
曹
魏
の
禪
讓
を
受
け
る
資
格

を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
曹
魏
の
末
、
孫
呉
は
司
馬
氏
に
抵
抗
す
る

（
三
二
）

毌
丘
倹
・
文
欽
・
諸
葛
誕
を
支
援
し
、
司
馬
氏
と
戦
っ
て
い
る
。
曹
魏
の
正
統
性

で
あ
る
土
德
を
継
承
し
て
、
西
晉
に
対
抗
す
る
。
そ
の
た
め
に
金
德
を
主
張
す
る

こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
無
理
の
あ
る
発
想
で
は
な
い
。

た
だ
し
、
そ
の
主
張
は
、
孫
晧
の
即
位
直
後
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
的

な
君
主
権
強
化
政
策
が
採
ら
れ
た
あ
と
に
始
め
ら
れ
た
。
『
三
國
志
』
卷
四
十
八

（
三
三
）

孫
晧
傳
に
、

（
三
四
）

天
璽
元
年
、
呉
郡
言
へ
ら
く
、
「
臨
平
湖
漢
末
よ
り
草
穢
も
て
壅
塞
す
る

も
、
今
更
め
て
開
通
す
。
長
老
相
傳
ふ
る
に
、
『
此
の
湖
塞
が
れ
ば
、

天
下
亂
れ
、
此
の
湖
開
か
ば
、
天
下
平
ら
ぐ
』
と
」
と
。
又
「
湖
邊
に

於
て
石
函
を
得
、
中
に
小
石
有
り
、
青
白
色
、
長
さ
四
寸
、
廣
さ
二
寸
餘
り
。

上
に
刻
み
て
皇
帝
の
字
を
作
る
」
と
。
是
に
於
て
年
を
改
め
大
赦
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
天
册
二
（
二
七
六
）
年
、
呉
郡
よ
り
石
函
の
中
か
ら
上
に
皇
帝

と
書
か
れ
て
い
る
青
白
色
の
小
石
が
発
見
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
孫
晧
は
こ

れ
を
天
璽
と
見
な
し
て
、
七
月
に
改
元
し
た
。
金
德
を
象
徴
す
る
石
の
瑞
祥
で
あ

る
。
翌
八
月
に
は
、
『
三
國
志
』
卷
四
十
八
孫
晧
傳
に
、

（
三
五
）

（
天
璽
元
年
秋
八
月
）
鄱
陽
言
へ
ら
く
、
「
歴
陽
山
に
石
の
文
理
字
を
成

す
こ
と
、
凡
そ
二
十
。
『
楚
は
九
州
の
渚
、
呉
は
九
州
の
都
、
揚
州
の
士
、

天
子
と
作
り
、
四
世
に
し
て
治
ま
り
、
太
平
始
ま
る
』
と
云
ふ
」
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
歴
陽
山
に
も
石
の
瑞
祥
が
現
れ
た
。
孫
權
か
ら
孫
晧
ま
で
は
四

世
で
あ
る
か
ら
、
孫
晧
の
世
に
太
平
が
始
ま
る
と
の
金
德
の
瑞
祥
で
あ
る
。
『
三

國
志
』
卷
四
十
八
孫
晧
傳
注
引
『
江
表
傳
』
に
は
、
さ
ら
に
詳
し
く
、

（
三
六
）

歴
陽
縣
に
石
山
有
り
て
水
に
臨
み
、
高
さ
百
丈
、
其
の
三
十
丈
の
所
に
、
七

穿
有
り
て
駢
羅
な
り
。
穿
中
の
色
は
黄
赤
、
本
體
と
相
似
ず
、
俗
に
相
傳

へ
て
之
を
石
印
と
謂
ふ
。
又
云
ふ
、
「
石
印
の
封
發
す
れ
ば
、
天
下
は
當

に
太
平
た
る
べ
し
」
と
。
下
に
祠
屋
有
り
、
巫
祝
言
ふ
に
、
「
石
印
の
神

三
郎
有
り
」
と
。
時
に
歴
陽
長
表
上
し
て
石
印
發
す
と
言
ひ
、
（
孫
）
晧

使
を
遣
は
し
て
太
牢
を
以
て
歴
山
を
祭
ら
し
む
。
巫
言
ふ
に
、
「
石
印
の

三
郎
は
天
下
方
に
太
平
た
ら
ん
と
す
と
説
く
」
と
。
使
者
高
梯
を
作
り
、

上
り
て
印
文
を
看
、
詐
り
て
朱
書
を
以
て
石
に
二
十
字
を
作
り
、
還
り
て
以

て
晧
に
啓
す
。
晧
大
い
に
喜
び
て
曰
く
、
「
呉
當
に
九
州
の
爲
に
都
渚
と

作
る
べ
き
か
。
大
皇
帝
よ
り
孤
に
及
ぶ
ま
で
四
世
な
り
。
太
平
の
主
、
孤
に

非
ざ
れ
ば
復
た
誰
ぞ
」
と
。
重
ね
て
使
を
遣
は
し
、
印
綬
を
以
て
三
郎
を
拜

し
て
王
と
爲
す
。
又
石
を
刻
み
て
銘
を
立
て
、
靈
德
を
褒
贊
し
て
以
て
休

祥
に
答
ふ
。

と
伝
え
ら
れ
る
。
孫
晧
は
、
石
印
の
瑞
祥
に
喜
び
、
太
牢
で
歴
山
を
祭
り
、
王
の

印
綬
を
石
印
の
神
三
郎
に
捧
げ
、
こ
の
瑞
兆
を
記
念
す
る
碑
を
建
立
し
た
と
い
う
。

「
天
發
神
讖
碑
」
で
あ
る
。
天
發
神
讖
碑
は
、
清
の
嘉
慶
十
（
一
八
〇
五
）
年
に

焼
失
し
た
が
、
拓
本
は
現
存
し
て
い
る
。
宋
拓
・
明
拓
・
清
拓
を
持
っ
て
い
た
羅

振
玉
に
「
天
發
神
讖
碑
補
考
」
が
あ
る
が
、
残
欠
が
多
く
、
費
宇
が
神
讖
の
五
十

（
三
七
）

六
字
を
読
み
、
暦
数
の
永
え
に
大
呉
に
帰
す
る
こ
と
を
甄
ら
か
に
し
、
上
天
は
宣

あ
き

命
し
て
太
平
を
昭
告
し
て
い
る
、
と
の
大
意
を
掴
め
る
だ
け
で
あ
る
。

瑞
祥
は
続
く
。
石
印
の
瑞
祥
を
記
し
た
八
月
の
条
に
続
け
て
、
『
三
國
志
』
卷

四
十
八
孫
晧
傳
に
、

（
三
八
）

又
呉
興
の
陽
羡
山
に
空
石
有
り
、
長
さ
十
餘
丈
、
名
づ
け
て
石
室
と
曰
ひ
、

在
所
に
表
れ
て
大
瑞
と
爲
る
。
乃
ち
兼
司
徒
董
朝
・
兼
太
常
周
處
を
遣
は
し

陽
羡
縣
に
至
り
、
國
山
を
封
禪
せ
し
む
。
明
年
の
元
を
改
め
、
大
赦
し
て
、
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以
て
石
文
に
協
ふ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
金
德
を
象
徴
す
る
石
の
瑞
祥
が
、
陽
羡
山
に
現
れ
た
。
陽
羡
の

國
山
を
封
禪
し
、
翌
年
を
天
紀
と
改
元
す
る
こ
と
を
定
め
た
孫
晧
は
、
こ
こ
で
も

碑
を
建
立
し
た
。
「
國
山
碑
」
で
あ
る
。
國
山
碑
は
江
蘇
省
宜
興
縣
張
諸
鎭
の
董

山
上
に
現
存
し
、
文
も
ほ
ぼ
読
め
る
の
で
、
次
節
で
詳
細
に
検
討
し
た
い
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
特
異
な
形
状
だ
け
を
取
り
あ
げ
る
。

天
璽
元
（
二
七
六
）
年
の
紀
年
を
持
つ
國
山
碑
は
、
篆
書
で
書
か
れ
、
四
十
三

行
で
行
ご
と
に
二
十
五
字
。
東
西
二
面
が
広
く
、
南
北
二
面
が
狭
い
楕
円
形
の
碑

で
、
東
西
南
北
の
四
面
に
文
字
が
刻
ま
れ
る
。
俵
を
縦
に
立
て
た
よ
う
な
形
状
は
、

同
じ
く
天
璽
元
年
の
紀
年
を
持
つ
天
發
神
讖
碑
と
似
て
い
た
と
さ
れ
、
紹
興
市
の

禹
廟
に
残
る
「
窆
石
」
と
も
共
通
す
る
。
窆
石
と
は
、
棺
を
墓
穴
に
お
ろ
す
と
き

に
、
支
え
と
し
て
用
い
る
石
柱
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
石
は
、
禹
の
乗
っ
た
石

船
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
『
太
平
寰
宇
記
』
卷
九
十
六
江
南
東
道
八
に
、

（
三
九
）

（
四
〇
）

禹
廟
の
側
に
石
船
有
り
、
長
さ
一
丈
、
禹
の
乘
る
所
と
云
ふ
な
り
。
孫
皓

其
の
背
に
刻
み
て
以
て
功
を
述
ぶ
。
後
人
皓
の
勲
に
紀
す
可
き
無
き
を
以

て
、
乃
ち
船
を
覆
ひ
て
字
を
刻
み
、
其
の
船
中
析
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
孫
晧
は
禹
廟
の
石
船
と
さ
れ
て
い
た
窆
石
に
自
分
の
功
績
を
刻

ん
で
い
る
。
孫
晧
が
禹
と
自
分
を
関
係
づ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か

も
、
金
德
を
記
す
國
山
碑
と
天
發
神
讖
碑
と
が
、
漢
碑
と
は
大
き
く
異
な
る
、
窆

石
と
似
た
形
状
で
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
孫
晧
が
禹
と
金
德
を
結
び
つ
け
、
そ

れ
に
よ
り
自
分
の
正
統
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

孫
呉
の
正
統
性
の
論
拠
で
あ
っ
た
東
南
の
運
氣
は
、
始
皇
帝
の
東
巡
時
の
説
話

を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
始
皇
帝
も
東
巡
し
た
會
稽
山
に
は
、
禹
に

関
す
る
伝
説
が
残
存
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
禹
は
金
德
で
あ
る
た
め
、
土
德
を

主
張
し
て
い
た
孫
呉
は
こ
れ
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
西
晉
に
よ
り
曹

魏
が
滅
ぼ
さ
れ
た
た
め
、
孫
呉
は
金
德
を
称
し
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
つ
て
曹

魏
の
皇
帝
よ
り
、
呉
王
・
九
錫
を
賜
与
さ
れ
た
孫
呉
が
、
司
馬
氏
に
滅
ぼ
さ
れ
た

曹
魏
に
代
わ
る
金
德
の
王
朝
と
し
て
正
統
性
を
継
承
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

思
想
の
表
出
の
な
か
で
、
建
て
ら
れ
た
も
の
が
國
山
碑
で
あ
る
。

四
、
國
山
碑
に
現
れ
た
孫
呉
の
正
統
性

國
山
碑
は
、
宋
の
趙
彦
衞
『
雲
麓
漫
鈔
』
が
「
封
禪
碑
（
囤
碑
）
」
と
し
て
全

文
を
著
録
し
、
清
の
王
旭
『
金
石
萃
編
』
は
「
禪
國
山
碑
」
と
し
て
『
集
古
録
』

以
来
の
議
論
と
と
も
に
全
文
を
著
録
す
る
。
清
の
呉
騫
『
國
山
碑
考
』
は
、
過
去

（
四
一
）

の
著
録
お
よ
び
拓
本
・
原
石
を
詳
細
に
検
討
し
て
、
こ
れ
を
「
國
山
碑
」
と
称
し
、

井
波
陵
一
（
編
）
『
魏
晉
石
刻
資
料
選
注
』
は
「
禪
國
山
碑
」
と
呼
ん
で
、
詳
細

な
注
を
付
け
た
う
え
で
訓
読
し
て
い
る
。
『
太
平
寰
宇
記
』
卷
九
十
二
江
南
東

（
四
二
）

道
四
に
、

（
四
三
）

國
山
は
、
（
宜
興
）
縣
の
西
南
五
十
里
に
在
り
。
輿
地
志
に
云
ふ
、
「
本
の

名
は
離
里
山
、
山
は
九
岑
有
り
て
相
連
な
り
、
一
に
昇
山
と
名
づ
く
」
と
。

呉
の
五
鳳
二
年
、
其
の
山
大
石
の
自
立
す
る
を
墮
と
し
、
高
さ
九
尺
三
寸
、

大
さ
十
三
圍
三
寸
な
り
。
歸
命
後
に
又
司
空
の
董
朝
・
太
常
の
周
處
を
遣

ふ
と

は
し
て
陽
羡
に
至
り
、
封
禪
し
て
中
岳
と
爲
し
名
を
國
山
に
改
め
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
國
山
は
山
の
名
で
あ
り
、
そ
こ
で
封
禪
を
行
っ
た
こ
と
を
顕
彰

す
る
碑
で
あ
る
た
め
、
「
禪
國
山
碑
」
で
は
な
く
、
「
國
山
碑
」
と
呼
ぶ
こ
と
が

妥
当
で
あ
る
。
ま
た
「
歸
命
」
侯
の
孫
晧
が
離
里
山
を
國
山
に
改
名
す
る
と
共
に
、

こ
れ
を
「
中
岳
」
と
称
し
た
、
と
い
う
記
述
に
も
注
目
し
た
い
。
漢
代
で
は
中
岳

と
は
、
武
帝
が
東
岳
泰
山
で
封
禪
を
す
る
前
に
、
礼
式
ど
お
り
に
登
っ
た
太
室
山

（
嵩
山
）
の
こ
と
で
あ
り
（
『
漢
書
』
卷
二
十
五
上
郊
祀
志
上
）
、
國
山
を
こ
れ

に
準
え
る
こ
と
は
、
自
ら
の
地
域
を
世
界
の
中
心
と
観
念
化
す
る
小
中
華
の
考
え

方
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
孫
權
の
末
年
よ
り
、
東
南
の
地
で
郊
祀
を
行
い
得
た
地
政

（
四
四
）
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観
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
孫
晧
が
「
大
皇
帝
」
と
尊
ぶ
孫
權
の
起
家
官

は
陽
羨
長
で
あ
る
。
「
陽
羨
の
國
山
」
を
「
中
岳
」
と
位
置
づ
け
、
そ
こ
で
封
禪

（
四
五
）

を
行
う
に
足
る
理
由
は
存
す
る
の
で
あ
る
。

呉
騫
の
『
國
山
碑
考
』
を
底
本
と
す
る
二
十
五
文
字
×
四
十
三
行
の
原
文
は
、

行
を
示
す
算
用
数
字
と
句
読
点
を
加
え
て
、
文
末
に
掲
げ
た
。
こ
こ
で
は
、
全
体

を
五
段
落
に
分
け
、
数
字
と
傍
線
を
加
え
、
人
名
の
姓
を
（

）
で
補
っ
た
訓
読

を
掲
げ
よ
う
。

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
之
□
□
□
子
茲
、
上
下
に
格
り
、
八
幽
に

光
被
ひ
、
蠉
飛
蠕
動
も
、
仁
に
歸
せ
ざ
る
は
無
し
。
是
の
故
に
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
賂
□
□
□
□
□
□
□
□
上
尊
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
遑
假
せ
ざ
る
は
靡
く
、
民
用
は
犯
さ
れ
ず
。
是
に
於
て
□
□
□

□
□
□
□
丞
相
の
沇
□
□
□
□
□
□
□
□
□
禮
に
率
ひ
儀
を
備
ふ
。
尊
敬
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
大
□
□
□
□
□
□
□
宮
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
所
臨
□
、
此
に
徘
徊
す
。
遂
に
大
宮
を
基
き
、
玉

燭
□
□
、
□
澤
□
淸
、
萬
民
子
の
ご
と
く
來
り
て
、
不
曰
□
□
。
□
□
□
□
、

頸
を
延
ば
し
足
を
跂
て
、
率
土
は
來
庭
す
。
百
神
を
柔
服
し
、
庶
務
を
經
緯
し
、

日
昃
も
暇
あ
ら
ず
。
六
經
を
□
觀
し
、
百
家
を
旁
貫
す
。
思
ひ
は
道
根
を
該
ぬ
る

も
、
數
世
陵
遲
に
し
て
、
大
繇
未
だ
光
か
ざ
れ
ば
、
東
觀
を
闊
立
し
、
實
言
を

□
紀
し
、
墳
典
を
建
設
し
、
微
間
に
釆
詢
す
。
神
を
窮
め
化
を
極
め
、
幽
の
闡
ら

な
ら
ざ
る
は
無
く
、
逸
を
擧
げ
佞
を
遠
ざ
け
、
罪
を
寛
く
し
刑
を
宥
し
、
道
を
守

り
功
を
尚
び
、
善
を
嘉
み
し
弱
を
矜
み
、
賤
を
哀
し
み
凶
を
愍
れ
み
、
□
□
朽
枯
、

上
天
感
應
し
、
□
□
。

□
□
□
踐
阼
初
升
す
る
に
、
特
に
神
夢
を
發
し
、
籙

圖
・
玉
璽
を
膺
受
す
。
啓

く
に
神
匱
よ
り
し
、
神
人
の
➀
金
冊
靑
玉
符
を
指
授
す
る
者
は
四
。
日
月
抱
戴

し
、
２
老
人
星
の
見
る
者
は
弌
十
有
弌
。
五
帝
の
瑞
氣
、
３
黄
旗
紫
蓋
、
宮
闕

あ
ら
は

を
覆
擁
し
、
斗
牛
に
顯
著
な
る
者
は
弌
十
有
九
。
４
麟
鳳
龜
龍
、

圖
を
銜
へ
書
を

く
は

負
ふ
は
卅
有
九
。
５
靑
猊
・
白
虎
・
丹
鸞
・
彩
□
鳳
は
廿
有
二
。
⑥
白
鹿
・
白

睦
・
白
麂
・
白
兎
は
卅
有
二
。
⑦
白
雉
・
白
鳥
・
白
鵲
・
白
鳩
は
弌
十
有
九
。
８

赤
烏
・
赤
雀
は
廿
有
四
。
⑨
白
雀
・
白
燕
は
廿
有
桼
。
⑩
神
魚
の
書
を
吐
き
、
白

鯉
の
船
に
騰
る
者
は
二
。

靈
絮
・
神
蠶
、
彌
く
原
野
を
被
ふ
者
は
三
。

嘉
禾

11

12

秀
穎
・
甘
露
疑
液
は
六
十
有
五
。

殊
幹
連
理
は
六
百
八
十
有
三
。
⑭
明
月
火

13

珠
・
璧
流
離
は
卅
有
六
。

大
貝
・
餘

箒
・
餘
泉
は
桼
十
有
五
。
⑯
大
寶
神
璧
・

15

水
靑

璧
は
卅
有
八
。
⑰
玉
燕
・
玉
羊
・
玉
鳩
な
る
者
は
三
。

寶
鼎
・
神
鐘
・

18

神
轣

・
虁
柷
・
神
鬲
は
卅
有
六
。
⑲
石
室
山
の
石
闓
き
、
石
印
の
封
啓
き
て
、

ひ
ら

九
州
の
吉
發
し
、
顯
天
の
讖
彰
は
れ
、
石
鏡
の
光
く
者
は
弌
十
有
弌
。

神
□

20

頌
歌
し
、
廟
靈
□
示
す
る
者
は
三
。
畿
民
惟
れ
紀
し
、

湖
澤
闓
通
す
る
こ
と
、

21

讖
に
應
じ
謠
に
合
ふ
者
は
五
。

神
翁
・
神
僮
・
靈
母
・
神
女
、
徴
を
告
げ
祥
を

22

表
す
る
者
は
卅
有
桼
。

靈
夢
讖
を
啓
き
、
神
人
書
を
授
け
、
著
驗
□
□
す
る

23

者
は
十
。

ぎ
秘
記
・
讖
文
・
玉
版
德
を
紀
す
者
は
三
。

く
玉
人
・
玉
印
文
釆
に

し
る

し
て
明
發
な
る
者
は
八
。

ぐ
玉
□
・
王
琯
・
玉

瑻
・
玉
玦
・
玉
鉤
・
玉
稱
、
殊
輝

異
色
な
る
者
は
卅
有
三
。

け
玉
尊
・
玉

緩
・
玉
盤
・
玉
罌
、
淸
絜
光
朖
な
る
者
は

九
。

孔
子
・
河
伯
・
子
胥
、
王
□
宣
言
し
、
天
平
ら
か
に
し
て
地
成
り
、
天
子

28

東
門
の
鄂
よ
り
出
づ
る
者
の
四
。

大
賢
た
る
司
馬
微
・
虞
翻
、

圖
緯
を
推
歩
し
、

29

匱
を
甄
ら
か
に
緘
を
啓
き
、
事
を
發
し
運
と
與
に
會
す
る
者
は
二
。
其
の
餘
の
飛

行
の
類
、
植
生
の
倫
、
古
よ
り
覿
る
所
希
に
し
て
、
命
世
殊
奇
な
る
も
、
瑞
命

み

の
篇
に
在
ら
ざ
る
者
は
、
稱
げ
て
數
ふ
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

あ

是
に
於
て
旃
蒙
協
洽
の
歳
、
月
は
陬
訾
の
口
に
次
し
、
日
は
惟
れ
光
大
の
淵
獻

に
重
ね
、
行
年
値
る
所
、
實
に
惟
れ
茲
の
歳
な
り
。
⑴
帝
は
震
に
出
づ
る
こ
と
、

周
易
實
に
著
す
。
⑵
遂
に
上
天
よ
り
玉
璽
を
受
く
。
文
に
曰
く
、
「
呉
眞
□

帝
」
と
。
玉
質
は
靑
黄
、

瞬
理
は
洞
徹
。
拜
受
し
て
祗
筵
し
、
夙
夜
惟
れ
寅
し
む
。

つ
つ
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夫
れ
大
德
宜
し
く
報
ず
べ
く
、
大
命
宜
し
く
彰
ら
か
に
す
べ
し
。
乃
ち
柔
兆
涒

灘
の
歳
を
以
て
、
欽
み
て
上
天
に
若
ひ
、
月
を
ば
正
し
元
を
革
め
、
天
を
郊
し

し
た
が

地
を
祭
り
、
天
璽
と
紀
號
し
て
、
用
て
明
命
を
彰
ら
か
に
せ
ん
。

是
に
於
て
丞
相
の
沇
、
太
尉
の
（
弘
）
璆
、
大
司
徒
の

爕
、
大
司
空
の
（
董
）

朝
、
執
金
吾
の
（
滕
）
脩
、
城
門
校
尉
の
（
孫
）
歆
、
屯
騎
校
尉
の
（
張
）
悌
、

尚
書
令
の
（
丁
）
忠
、
尚
書
の
（
岑
）
昬
・
直
・
晃
・
（
甘
）
昌
、
國
史
の

（
薛
）
瑩
・
（
華
）
覈
ら
、
僉
以
爲
へ
ら
く
、
天
道
は
元
嘿
な
る
も
、
瑞
を
以

て
眞
を
表
し
、
今
衆
瑞
畢
く
至
り
、
四
表
は
納
貢
し
、
幽
荒
・
百
蠻
は
、
海
に

浮
び
て
化
を
慕
ひ
、
九
垓
・
八
埏
、
澤
を
被
ら
ざ
る
は
罔
し
。
率
ね
典
繇
を
按
ず

る
に
、
宜
し
く
先
づ
禪
禮
を
行
ひ
、
天
命
を
紀
勒
す
べ
し
と
。
遂
に
呉
興
の
國
山

の
陰
に
於
て
、
告
祭
し
て
石
に
刊
し
て
、
以
て
乾
命
を
對
揚
し
、
坤
德
を
廣
報
し

て
、
副
へ
て
天
下
喁
喁
の
望
を
慰
め
ん
。

中
書
東
觀
令
史
・
立
信
中
郞
將
の
臣
蘇
建
書
す
る
所
。
刻
工
の
殷
政
・
何
赦
。

そ
れ
で
は
國
山
碑
の
内
容
を
検
討
し
よ
う
。
第
一
段
落
は
残
欠
が
多
く
、
明
確

に
文
意
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
大
意
と
し
て
は
孫
呉
の
治
世
を
顕
彰

し
、
そ
れ
に
天
が
感
応
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
第
二
段
落
は
、
天
の
感
応
の

具
体
的
な
事
例
が
列
挙
さ
れ
、
孫
晧
の
即
位
に
よ
り
生
じ
た
二
十
九
種
類
の
瑞
祥

と
そ
の
発
生
件
数
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
な
か
で
金
德
の
象
徴
で
あ
る
白
・

玉
・
石
と
関
係
が
あ
る
も
の
は
、
➀
金
冊
靑
玉
符
、
⑥
白
鹿
・
白

睦
・
白
麂
・
白

兎
、
⑦
白
雉
・
白
鳥
・
白
鵲
・
白
鳩
、
⑨
白
雀
・
白
燕
、
⑩
白
鯉
、
⑭
明
月
火

珠
・
璧
流
離
、
⑯
大
寶
神
璧
・
水
靑

璧
、
⑰
玉
燕
・
玉
羊
・
玉
鳩
、
⑲
石
室
山

の
石
・
石
印
・
石
鏡
、

ぎ
秘
記
・
讖
文
・
玉
版
、

く
玉
人
・
玉
印
、

ぐ
玉
□
・
王

琯
・
玉

瑻
・
玉
玦
・
玉
鉤
・
玉
稱
、

け
玉
尊
・
玉

緩
・
玉
盤
・
玉
罌
の
十
三
例
で

あ
る
。
文
末
に
掲
げ
た
「
孫
呉
瑞
祥
年
表
」
に
比
べ
て
、
こ
こ
で
は
金
德
の
瑞
祥

に
明
ら
か
な
偏
在
が
認
め
ら
れ
る
。
な
か
で
も
➀
金
冊
靑
玉
符
は
、
『
呉
越
春

秋
』
で
禹
が
入
手
し
た
白
德
を
象
徴
す
る
秘
書
の
形
状
と
似
て
お
り
、
孫
晧
が
禹

の
金
德
を
正
統
性
と
し
て
掲
げ
て
い
る
こ
と
を
端
的
に
示
す
。
ま
た
、
３
に
は
、

建
国
当
初
よ
り
孫
呉
が
掲
げ
て
き
た
東
南
の
運
氣
を
象
徴
す
る
「
黄
旗
紫
蓋
」
が

呉
・
越
の
分
野
に
現
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
建
国
以
来
の
孫
呉
の
正
統

性
で
あ
る
東
南
の
運
氣
と
禹
の
金
德
と
が
結
合
さ
れ
て
い
る
。

第
三
段
落
は
、
孫
晧
が
受
け
た
玉
璽
と
改
元
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
際
、

⑴
に
陳
化
が
曹
魏
の
文
帝
に
述
べ
た
『
周
易
』
説
卦
傳
の
「
帝
は
震
に
出
づ
」
と

い
う
文
言
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
第
二
段
落
の
３
「
黄
旗
紫

蓋
」
と
と
も
に
東
南
の
運
氣
の
主
張
と
考
え
得
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
⑵
に
は
、

上
天
よ
り
玉
璽
を
受
け
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
金
德
が
主
張
さ
れ
る
。
こ
れ
に
、

第
二
段
落
の
①
「
金
冊
靑
玉
符
」
、
さ
ら
に
は
禹
廟
の
窆
石
に
似
た
碑
の
形
状
を

考
え
合
わ
せ
る
と
、
孫
呉
の
正
統
性
と
し
て
禹
の
金
德
が
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
理
解
で
き
る
。
第
二
・
第
三
段
落
よ
り
、
國
山
碑
に
現
れ
た
孫
呉
の
正
統
性
は
、

東
南
の
運
氣
と
禹
の
金
德
と
の
結
合
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
四
段
落
は
、
官
僚
が
列
挙
さ
れ
、
『
三
國
志
』
等
の
編
纂
資
料
よ
り
判
明
す

る
者
の
姓
を
（

）
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
真
碑
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
と
な
ろ

う
。
第
五
段
落
の
蘇
建
、
殷
政
・
何
赦
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

こ
う
し
て
建
国
以
来
、
正
統
性
の
不
安
定
さ
に
苦
し
ん
だ
孫
呉
は
、
天
璽
元

（
二
七
六
）
年
に
東
南
の
運
氣
と
禹
の
金
德
を
結
合
さ
せ
る
孫
呉
独
自
の
正
統
性

を
創
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
時
す
で
に
遅
く
、
天
紀
四
（
二
八
〇
）
年
、

孫
呉
は
滅
亡
し
た
。
滅
亡
に
際
し
て
、
孫
晧
は
、
『
三
國
志
』
卷
四
十
八
孫
晧

傳
注
引
『
江
表
傳
』
に
、

（
四
六
）

孤
に
至
り
て
德
末
く
、
嗣
守
成
緒
す
る
も
、
黎
元
を
懐
集
す
る
能
は
ず
、

な

多
く
咎
闕
を
爲
し
て
、
以
て
天
度
に
違
ふ
。
闇
昧
の
變
、
反
て
之
を
祥
と
謂

ひ
、
南
蠻
を
し
て
逆
亂
を
致
さ
し
め
、
征
討
し
て
未
だ
克
た
ず
。
…
…
天
の

呉
を
亡
ぼ
す
に
匪
ず
、
孤
の
招
く
所
な
り
。
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と
舅
の
何
植
に
書
を
与
え
、
「
闇
昧
の
変
」
を
か
え
っ
て
「
祥
」
と
し
た
こ
と
を

（
四
七
）

詫
び
て
い
る
。
孫
晧
は
分
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
正
統
性
に
よ
り
国
力

の
回
復
が
計
れ
な
い
状
態
に
孫
呉
が
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
。

孫
呉
の
創
造
し
た
正
統
性
は
、
同
じ
く
金
德
で
建
康
に
首
都
を
置
く
東
晉
へ
継

承
さ
れ
た
。
『
水
經
注
』
卷
四
十
漸
江
水
に
、

（
四
八
）

孫
晧
の
天
璽
元
年
、
呉
郡
上
言
す
ら
く
、
「
臨
平
湖
漢
末
よ
り
穢
塞
す
る

に
、
今
更
め
て
開
通
す
。
又
湖
邊
に
石
函
を
得
、
函
中
に
小
石
有
り
、
青

白
色
、
長
さ
四
寸
、
廣
さ
二
寸
餘
、
刻
み
て
皇
帝
の
字
を
作
る
」
と
。
是
に

于
て
天
册
を
改
め
天
璽
元
年
と
爲
す
。
孫
盛
以
爲
へ
ら
く
、
「
元
皇
の
中

興
の
符
徴
、
五
湖
の
石
瑞
な
り
」
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
東
晉
の
孫
盛
は
、
孫
晧
の
天
册
二
（
二
七
六
）
年
に
出
現
し
た

金
德
の
石
璽
の
瑞
祥
を
東
晉
の
元
帝
司
馬
睿
が
晉
を
中
興
す
る
符
瑞
と
認
識
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
そ
れ
以
前
の
西
晉
に
お
い
て
も
、
孫
呉
の
金
德
を
語

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
陳
壽
の
『
三
國
志
』
は
、
國
山
碑
の
第
三
段
落
に
述

べ
立
て
ら
れ
る
多
く
の
瑞
祥
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
西
晉
末
の

王
嘉
が
著
し
た
『
拾
遺
記
』
卷
八
に
は
、

（
四
九
）

孫
堅
の
母
堅
を
妊
む
の
時
、
夢
に
腸
出
で
て
腰
を
繞
り
、
一
童
女
有
り

は
ら

之
を
負
ひ
呉
の
閶
門
の
外
を
繞
る
。
又
授
く
る
に
芳
茅
の
一
茎
を
以
て
す
。

童
女
語
り
て
曰
く
、
「
此
れ
善
祥
な
り
。
必
ず
才
雄
の
子
を
生
ま
ん
。
今

母
に
賜
ふ
に
土
を
以
て
す
る
は
、
翼
軫
の
地
に
王
た
り
て
、
天
下
に
鼎
足
す

れ
ば
な
り
。
百
年
の
中
應
に
異
寳
を
以
て
人
に
授
く
ら
る
べ
し
」
と
。
語

畢
は
り
て
覺
め
、
日
起
き
て
之
を
筮
す
。
筮
者
曰
く
、
「
夢
み
る
所
の
童
女

母
を
負
ひ
て
閶
門
を
繞
る
は
、
是
れ
太
白
の
精
、
感
化
し
て
夢
に
來
た
る
な

り
」
と
。
夫
れ
帝
王
の
興
る

や
、
必
ず
神
跡
の
自
づ
か
ら
表
る
る
有
り
。
白

氣
な
る
者
は
、
金
色
な
り
。
呉
滅
ぶ
に
及
び
て
晉
踐
阼
す
る
は
、
夢
の
徴

な
り
。

と
あ
る
。
明
ら
か
に
最
後
の
一
文
は
付
け
足
し
で
あ
る
。
呉
が
滅
亡
し
晉
が
興
る

と
い
う
認
識
は
歴
史
事
実
と
合
致
せ
ず
、
晉
の
瑞
祥
を
孫
堅
の
母
に
表
す
必
要
性

も
な
い
。
『
三
國
志
』
卷
四
十
六
孫
破
虜
傳
注
引
『
呉
書
』
に
は
、

（
五
〇
）

母
堅
を
懷
姙
す
る
に
及
び
、
夢
に
膓
出
で
て
呉
の
昌
門
を
繞
り
、
寤
め
て

之
を
懼
れ
て
、
以
て
鄰
母
に
告
ぐ
。
鄰
母
曰
く
、
「
安
ん
ぞ
吉
徴
に
非
ざ
る

を
知
る

や
」
と
。

と
あ
り
、
『
拾
遺
記
』
に
残
る
説
話
が
、
本
来
、
孫
堅
の
誕
生
を
め
ぐ
る
奇
譚
瑞

祥
で
あ
り
、
そ
こ
に
五
行
の
思
想
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
解
で
き
る
。

『
呉
書
』
を
ま
と
め
た
韋
昭
が
獄
死
し
た
二
七
三
年
の
段
階
で
は
、
孫
呉
を
金
德

と
す
る
説
は
、
未
だ
成
立
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
三
國
志
』
卷
四
十

七
呉
主
傳
に
は
、

（
五
一
）

初
め
興
平
中
、
呉
中
の
童
謠
に
曰
く
、
「
黄
金
の
車
、
斑
闌
た
る
の
み
。
昌

門
を
闓
き
、
天
子
出
づ
」
と
。

ひ
ら

と
あ
る
。
呉
の
夫
差
が
作
っ
た
と
さ
れ
る
呉
の
西
の
郭
門
で
あ
る
昌
門
が
（
『
三

國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
注
）
、
孫
堅
の
瑞
祥
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
か
か
る

謠
の
流
行
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
前
掲
し
た
『
宋
書
』
卷
二
十
七
符
瑞
志
上
で
は
、

こ
の
謠
は
、
黄
金
の
「
黄
」
に
着
目
さ
れ
、
「
黄
旗
紫
蓋
」
と
と
も
に
、
東
南
の

運
氣
に
よ
り
、
土
德
の
孫
呉
が
成
立
す
る
瑞
祥
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

『
拾
遺
記
』
で
は
、
さ
ら
に
筮
者
を
加
え
金
德
を
説
か
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

『
呉
越
春
秋
』
と
同
じ
、
赤
德
か
ら
の
二
段
変
化
を
語
ら
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

童
女
が
土
を
く
れ
る
こ
と
に
よ
り
土
德
の
王
朝
と
し
て
成
立
し
た
孫
呉
は
、
本
来

は
白
氣
を
持
つ
金
德
の
王
朝
な
の
で
あ
る
と
。
し
か
し
、
金
德
を
主
張
し
て
い
る

西
晉
で
は
、
こ
の
説
話
は
そ
の
ま
ま
の
存
続
を
許
さ
れ
ず
、
本
来
孫
堅
の
た
め
に

用
意
さ
れ
た
白
氣
は
、
西
晉
の
出
現
の
瑞
祥
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
孫
呉
の
正
統

性
は
隠
蔽
さ
れ
、
宋
代
の
正
閏
論
で
も
、
孫
呉
の
正
統
性
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

孫
呉
政
権
で
は
、
孫
堅
の
漢
へ
の
忠
義
よ
り
帰
納
し
た
「
漢
室
匡
輔
」
と
い
う

正
統
性
が
、
後
漢
の
滅
亡
に
よ
り
効
力
を
減
退
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
た
め
他
の
二

国
よ
り
遅
れ
て
即
位
し
た
孫
權
は
、
東
南
の
運
氣
と
瑞
祥
を
正
統
性
の
拠
り
所
に

土
德
を
標
榜
す
る
が
、
土
德
は
曹
魏
と
重
複
し
、
そ
の
正
統
性
は
不
安
定
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
補
う
た
め
の
瑞
祥
の
報
告
は
頻
発
し
、
郊
祀
も
当
初

は
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

土
德
を
掲
げ
る
曹
魏
の
滅
亡
を
機
に
、
孫
晧
は
政
権
の
新
た
な
る
正
統
性
の
た

め
東
南
（
揚
州
、
會
稽
）
で
崩
御
し
た
禹
を
顕
彰
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
孫
呉
は
、

東
南
の
運
氣
と
禹
の
金
徳
を
結
合
す
る
独
自
の
正
統
性
を
持
ち
得
た
が
、
ま
も
な

く
孫
呉
は
滅
亡
し
た
。
曹
魏
を
継
承
し
て
金
德
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
西
晉
の
正

統
性
と
重
複
す
る
た
め
、
西
晉
の
陳
壽
は
『
三
國
志
』
に
こ
れ
を
記
さ
な
か
っ
た
。

東
晉
は
金
德
の
ま
ま
孫
呉
の
東
南
の
運
氣
ま
で
を
も
踏
襲
し
た
の
で
、
東
晉
期
の

資
料
も
同
じ
く
そ
れ
を
伝
え
な
い
。
こ
う
し
た
な
か
、
一
次
史
料
で
あ
る
國
山
碑

だ
け
が
、
孫
呉
が
末
期
に
東
南
の
運
氣
と
禹
の
金
德
の
結
合
に
よ
り
自
ら
を
正
統

化
し
た
こ
と
を
今
日
に
伝
え
る
の
で
あ
る
。

《
注
》

（
一
）
曹
魏
の
禪
讓
が
堯
舜
革
命
に
基
づ
き
な
が
ら
、『
禮
記
』
禮
運
の
「
天
下
爲
公
」
と
い
う

理
念
に
よ
り
正
統
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
三
國
時
代
に
お
け
る

「
公
」
と
「
私
」」（
『
日
本
中
國
學
會
報
』
五
五
、
二
〇
〇
三
年
、『
三
國
政
權
の
構
造
と

「
名
士
」』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
二
）『
異
苑
』
な
ど
に
残
る
孫
鍾
が
瓜
を
与
え
る
代
わ
り
に
天
子
を
出
す
べ
き
墓
地
を
教
え
ら

れ
た
と
い
う
受
命
説
話
が
、
風
水
思
想
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
柳
瀬
喜
代
志

「
呉
王
朝
受
命
譚
考
―
―
『
三
国
志
』
注
所
載
話
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
国
詩
文
論
叢
』
一
三
、

一
九
九
四
年
）
を
参
照
。

（
三
）
孫
呉
政
権
の
形
成
に
お
け
る
孫
堅
の
位
置
、
お
よ
び
漢
室
匡
輔
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩

「
孫
呉
政
権
の
形
成
」（『
漢
學
會
誌
』
三
八
、
一
九
九
九
年
、『
三
國
政
權
の
構
造
と
「
名

士
」』
前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。
ま
た
、
漢
室
匡
輔
が
孫
策
の
戦
略
に
有
効
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
方
詩
銘
『
三
国
人
物
散
論
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
王
永
平
『
孫
呉
政

治
与
文
化
史
論
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）（
張
紘
）
乃
答
曰
、
昔
周
道
陵
遲
、
齊
・
晉
並
興
、
王
室
已
寧
、
諸
侯
貢
職
。
今
君
紹
先

侯
之
軌
、
有
驍
武
之
名
。
若
投
丹
楊
、
收
兵
呉
・
會
、
則
荊
・
揚
可
一
、
讐
敵
可
報
。
據
長

江
、
奮
威
德
、
誅
除
羣
穢
、
匡
輔
漢
室
、
功
業
侔
於
桓
（
公
）・
文
（
公
）、
豈
徒
外
藩
而
已

哉
。
方
今
世
亂
多
難
、
若
功
成
事
立
、
當
與
同
好
倶
南
濟
也
（『
三
國
志
』
卷
四
十
六
孫
討

逆
傳
注
引
『
呉
歴
』）。

（
五
）『
三
國
志
』
卷
五
十
四
魯
肅
傳
に
、「（
孫
）
權
尊
號
を
稱
し
、
壇
に
臨
み
、
顧
み
て
公

卿
に
謂
ひ
て
曰
く
、『
昔
魯
子
敬
嘗
に
此
れ
を
道
ふ
。
事
勢
に
明
ら
か
と
謂
ふ
可
し
』
と

つ
ね

い

（（
孫
）
權
稱
尊
號
、
臨
壇
、
顧
謂
公
卿
曰
、
昔
魯
子
敬
嘗
道
此
。
可
謂
明
於
事
勢
矣
）」
と

あ
る
。

（
六
）『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
注
引
『
江
表
傳
』
に
、「
權
の
羣
臣
議
す
に
、『
以
爲
へ

ら
く
、
宜
し
く
上
將
軍
・
九
州
伯
と
稱
し
、
魏
の
封
を
應
受
せ
ざ
る
べ
し
と
』
と
。
權
曰
く
、

『
九
州
伯
は
、
古
に
於
て
未
だ
聞
か
ざ
る
な
り
。
昔
沛
公
も
亦
た
項
羽
の
拜
を
受
け
漢
王

と
爲
る
。
此
れ
蓋
し
時
宜
な
る
の
み
、
復
た
何
を
か
損
な
は
ん
や
』
と
。
遂
に
之
を
受
く

（
權
羣
臣
議
、
以
爲
、
宜
稱
上
將
軍
・
九
州
伯
、
不
應
受
魏
封
。
權
曰
、
九
州
伯
、
於
古
未

聞
也
。
昔
沛
公
亦
受
項
羽
拜
爲
漢
王
。
此
蓋
時
宜
耳
、
復
何
損
邪
。
遂
受
之
）」
と
あ
る
。

（
七
）
趙
咨
言
曰
、
觀
北
方
終
不
能
守
盟
。
今
日
之
計
、
朝
廷
承
漢
四
百
之
際
、
應
東
南
之
運
、

宜
改
年
號
、
正
服
色
、
以
應
天
順
民
。
權
納
之
（『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
注
引
『
呉

書
』）。

（
八
）
東
南
と
は
揚
州
の
こ
と
で
あ
る
。『
周
禮
』
夏
官
司
馬
職
方
氏
に
、「
東
南
を
揚
州
と
曰

ふ
。
其
の
山
鎭
を
會
稽
と
曰
ひ
、
其
の
澤
藪
を
具
區
と
曰
ふ
。
…
…
其
の
利
は
金
錫
竹
箭
な

り
（
東
南
曰
揚
州
。
其
山
鎭
曰
會
稽
、
其
澤
藪
曰
具
區
。
…
…
其
利
金
錫
竹
箭
）」
と
あ
る
。
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（
九
）
王
素
・
宋
少
華
・
羅
新
「
長
沙
走
馬
楼
簡
牘
整
理
的
新
収
穫
」（『
文
物
』
一
九
九
九
―
五
、

一
九
九
五
年
）
が
、
長
沙
走
馬
楼
呉
簡
に
、「
建
安
廿
七
年
、
折
咸
米
四
斛
」
と
あ
る
こ
と

を
紹
介
す
る
よ
う
に
、
孫
呉
は
曹
魏
に
臣
禮
を
取
り
な
が
ら
も
、
曹
魏
の
元
號
で
あ
る
黄
初

を
用
い
ず
、
後
漢
の
元
號
で
あ
る
建
安
を
用
い
続
け
て
い
た
。

（
一
〇）
後
漢
四
分
暦
に
代
わ
っ
て
劉
洪
が
作
成
し
た
乾
象
暦
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
・
小
林
春

樹
（
編
）『
全
譯
後
漢
書
』
志
（
一
）
律
暦
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
一

一
）『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
注
引
『
江
表
傳
』
に
、「（
孫
）
權
五
德
の
運
を
推
し
、

以
爲
へ
ら
く
土
行
は
未
を
用
て
祖
し
辰
も
て
臘
す
と
（（
孫
）
權
推
五
德
之
運
、
以
爲
土
行

用
未
祖
辰
臘
）」
と
あ
る
。

（
一
二）
權
云
、
近
得
玄
德
書
、
已
深
引
咎
、
求
復
舊
好
。
前
所
以
名
西
爲
蜀
者
、
以
漢
帝
尚
存
故

耳
。
今
漢
已
廢
、
自
可
名
爲
漢
中
王
也
（
『
三
國
志
』

卷
四
十
七
呉
主
傳
注
引
『
江
表

傳
』）。

（
一
三）
權
辭
讓
曰
、
漢
家
堙
替
、
不
能
存
救
、
亦
何
心
而
競
乎
。
羣
臣
稱
天
命
・
符
瑞
、
固
重
以

請
、
權
未
之
許
（『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
注
引
『
江
表
傳
』）。

（
一
四
）
孽
臣
曹
丕
遂
奪
神
器
、
丕
子
叡
繼
世
作
慝
、
淫
名
亂
制
。（
孫
）
權
生
於
東
南
、
遭
値
期

運
。
承
乾
秉
戎
、
志
在
平
世
。
奉
辭
行
罰
、
擧
足
爲
民
。
…
…
咸
以
爲
、
天
意
已
去
於
漢
、

漢
氏
已
絶
祀
於
天
。
皇
帝
位
虚
、
郊
祀
無
主
。
休
徴
・
嘉
瑞
、
前
後
雜
沓
。
歴
數
在
躬
、
不

得
不
受
（『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
注
引
『
呉
録
』）。

（
一
五）
渡
邉
義
浩
「
三
国
時
代
に
お
け
る
『
公
』
と
『
私
』」（
前
掲
）
の
ほ
か
、
曹
丕
の
即
位
に

使
わ
れ
た
讖
緯
思
想
に
つ
い
て
は
、
平
秀
道
「
魏
の
文
帝
と
圖
讖
」（『
龍
谷
大
学
論
集
』
四

〇
四
、
一
九
七
四
年
）、
天
文
・
分
野
説
に
つ
い
て
は
、
小
林
春
樹
「
三
国
時
代
の
正
統
理

論
に
つ
い
て
」（『
東
洋
研
究
』
一
三
九
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。

（
一
六）
渡
邉
義
浩
「
死
し
て
後
已
む
―
―
諸
葛
亮
の
漢
代
的
精
神
」（『
漢
学
会
誌
』
四
二
、
二
〇

〇
二
年
、『
三
國
政
權
の
構
造
と
「
名
士
」』
前
掲
に
所
収
）
の
ほ
か
、
劉
備
の
即
位
に
使
わ

れ
た
讖
緯
思
想
に
つ
い
て
は
、
平
秀
道
「
蜀
の
昭
烈
帝
と
讖
緯
」（『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
〇

九
、
一
九
七
七
年
）、
讖
緯
思
想
を
特
徴
と
す
る
蜀
學
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫
「
蜀
に
お

け
る
讖
緯
の
学
の
伝
統
」（『
讖
緯
思
想
の
総
合
的
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）
を

参
照
。

（
一
七）
韋
昭
の
『
呉
書
』
が
孫
呉
の
正
統
化
を
目
的
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
満
田
剛
「
韋
昭

の
『
呉
書
』
に
つ
い
て
」（『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
一
六
、
二
〇
〇
四
年
）、
陳
博
「
試
論

韋
昭
《
呉
書
》
的
特
点
及
其
価
値
」（『
歴
史
文
献
研
究
』
五
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
。
ま

た
、
韋
昭
の
学
問
傾
向
に
つ
い
て
は
、
池
田
秀
三
「『
国
語
』
韋
昭
注
へ
の
覚
え
書
」（『
中

国
の
礼
制
と
礼
学
』
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。

（
一
八
）（
孫
）
堅
軍
城
南
甄
官
井
上
、
旦
有
五
色
氣
。
擧
軍
驚
怪
、
莫
有
敢
汲
。
堅
令
人
入
井
、

探
得
漢
傳
國
璽
。
文
曰
、
受
命
于
天
、
既
壽
永
昌
。
方
圜
四
寸
、
上
紐
交
五
龍
、
上
一
角
缺

（『
三
國
志
』
卷
四
十
六
孫
破
虜
傳
注
引
『
呉
書
』）。

（
一
九）
是
冬
、
羣
臣
以
權
未
郊
祀
、
奏
議
曰
、
頃
者
嘉
瑞
屢
臻
、
遠
國
慕
義
、
天
意
・
人
事
、
前

後
備
集
。
宜
脩
郊
祀
、
以
承
天
意
。
權
曰
、
郊
祀
當
於
土
中
。
今
非
其
所
、
於
何
施
此

（『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
注
引
『
江
表
傳
』）。

（
二
〇
）『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
に
、「
冬
十
一
月
、
大
赦
す
。（
孫
）
權
南
郊
に
祭
り
て

還
り
、
疾
に
寢
ぬ
（
冬
十
一
月
、
大
赦
。（
孫
）
權
祭
南
郊
還
、
寢
疾
）」
と
あ
る
。

（
二
一
）（
陳
化
）
爲
郎
中
令
使
魏
。
魏
文
帝
因
酒
酣
、
嘲
問
曰
、
呉
・
魏
峙
立
。
誰
將
平
一
海
内

者
乎
。
化
對
曰
、
易
稱
、
帝
出
乎
震
。
加
聞
先
哲
知
命
、
舊
説
、
紫
蓋
黄
旗
、
運
在
東
南

（『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
注
引
『
呉
書
』）。

（
二

二
）
王
弼
は
、「
帝
な
る
者
は
、
生
物
の
主
、
興
益
の
宗
、
震
よ
り
出
で
て
巽
に
齊
ふ
な
り

と
と
の

（
帝
者
、
生
物
之
主
、
興
益
之
宗
、
出
震
而
齊
巽
也
）」（『

周
易
正
義
』
卷
四
益
卦
）
と

と
述
べ
、
帝
を
天
帝
と
理
解
し
て
い
る
。

（
二
三
）
司
馬
徽
・
宋
忠
を
中
心
と
す
る
荊
州
學
に
お
い
て
、『
周
易
』
が
『
春
秋
左
氏
傳
』
と
並

ん
で
尊
重
さ
れ
た
こ
と
は
、
加
賀
栄
治
『
中
国
古
典
解
釈
史
』
魏
晉
篇
（
勁
草
書
房
、
一
九

六
四
年
）
を
参
照
。

（
二
四）
初
丹
楊
刁
玄
使
蜀
、
得
司
馬
徽
與
劉
廙
論
運
命
・
暦
數
事
。
玄
詐
增
其
文
以
誑
國
人
曰
、

黄
旗
紫
蓋
、
見
於
東
南
。
終
有
天
下
者
、
荊
・
揚
之
君
乎
（『
三
國
志
』
卷
四
十
八
三
嗣
主

孫
晧
傳
注
引
『
江
表
傳
』）。

（
二
五）
初
秦
始
皇
東
巡
、
濟
江
。
望
氣
者
云
、
五
百
年
後
、
江
東
有
天
子
氣
出
於
呉
。
而
金
陵
之

地
、
有
王
者
之
勢
。
於
是
秦
始
皇
乃
改
金
陵
曰
秣
陵
、
鑿
北
山
以
絶
其
勢
。
至
呉
、
又
令
囚

徒
十
餘
萬
人
掘
汙
其
地
、
表
以
惡
名
、
故
曰
囚
卷
縣
、
今
嘉
興
縣
也
。
漢
世
術
士
言
、
黄
旗
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紫
蓋
、
見
於
斗
・
牛
之
間
、
江
東
有
天
子
氣
。
獻
帝
興
平
中
、
呉
中
謠
言
、
黄
金
車
、
斑
闌

耳
。
開
昌
門
、
出
天
子
。
魏
文
帝
黄
初
三
年
、
夏
口
・
武
昌
並
言
黄
龍
・
鳳
皇
見
。
其
年
、

（
孫
）
權
稱
尊
號
。
年
至
七
十
一
而
薨
（『
宋
書
』
卷
二
十
七
符
瑞
志
上
）。

（
二
六）
斗
の
十
一
度
よ
り
牛
を
経
て
須
女
の
七
度
ま
で
は
星
紀
の
次
と
い
い
、
呉
・
越
の
分
野
で

あ
る
（『
續
漢
書
』
志
六
郡
國
志
注
）。

（
二
七
）（
張
）
紘
謂
（
孫
）
權
曰
、
秣
陵
、
楚
武
王
所
置
、
名
爲
金
陵
。
地
勢
岡
阜
連
石
頭
。
訪

問
故
老
云
、
昔
秦
始
皇
東
巡
會
稽
經
此
縣
、
望
氣
者
云
、
金
陵
地
形
有
王
者
都
邑
之
氣
。
故

掘
斷
連
岡
、
改
名
秣
陵
（『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
注
引
『
江
表
傳
』）。

（
二
八）
帝
禹
東
巡
狩
、
至
于
會
稽
而
崩
（『
史
記
』
卷
二
夏
本
紀
）。

（
二
九
）（
會
稽
郡
）
山
陰
、
會
稽
山
在
南
、
上
有
禹
冢
・
禹
井
（『
漢
書
』
卷
二
十
八
上
地
理
志

上
）。

（
三
〇
）（
禹
）
乃
案
黄
帝
中
經
暦
、
蓋
聖
人
所
記
曰
、
在
于
九
山
東
南
天
柱
、
號
曰
宛
委
。
赤
帝

在
闕
、
其
巖
之
巓
、
承
以
文
玉
、
覆
以
磐
石
。
其
書
金
簡
、
青
玉
爲
字
、
編
以
白
銀
、
皆
瑑

其
文
。
禹
乃
東
巡
、
登
衡
嶽
、
血
白
馬
以
祭
、
不
幸
所
求
。
禹
乃
登
山
、
仰
天
而
嘯
。
因
夢

見
赤
繡
衣
男
子
、
自
稱
玄
夷
蒼
水
使
者
。
聞
、
帝
使
文
命
于
斯
。
故
來
候
之
。
非
厥
歳
月
、

將
告
以
期
。
無
爲
戲
吟
、
故
倚
歌
覆
釡
之
山
。
東
顧
謂
禹
曰
、
欲
得
我
山
神
書
者
、
齋
於
黄

帝
巖
嶽
之
下
。
三
月
庚
子
、
登
山
發
石
、
金
簡
之
書
存
矣
。
禹
退
、
又
齋
。
三
月
庚
子
、
登

宛
委
山
、
發
金
簡
之
書
、
案
金
簡
玉
字
、
得
通
水
之
理
（『
呉
越
春
秋
』
卷
六
越
王
無
余
外

傳
）。
本
稿
で
は
、
四
部
叢
刊
本
を
底
本
と
し
、
周
生
春
『
呉
越
春
秋
輯
考
匯
考
』（
上
海
古

籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
苗
麓
（
校
點
）
辛
正
（
審
訂
）『
呉
越
春
秋
』（
江
蘇
古
籍
出

版
社
、
一
九
九
九
年
）、
張
覚
（
校
注
）『
呉
越
春
秋
校
注
』（
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
六
年
）

を
参
照
し
た
。
な
お
、『
呉
越
春
秋
』
は
、『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
が
小
説
家
の
言
に
近
い

と
し
な
が
ら
、
漢
・
晉
の
間
の
稗
官
の
雑
記
の
類
で
あ
る
と
し
て
史
部
の
載
記
に
列
す
る
よ

う
に
、
史
書
と
歴
史
小
説
の
中
間
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
現
在
で
は
、
陳
橋
駅
の
よ

う
に
編
年
体
の
史
書
と
捉
え
る
立
場
・
袁
行
霈
の
よ
う
に
歴
史
散
文
と
捉
え
る
立
場
・
陳
中

凡
や
黄
仁
生
の
よ
う
に
歴
史
小
説
と
捉
え
る
立
場
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
王
鵬
「
当
代

《
呉
越
春
秋
》
研
究
簡
述
」（『
黄
山
学
院
学
報
』
七
―
五
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

（
三
一）『
漢
書
』
卷
二
十
七
上
五
行
上
に
、「
劉
歆
以
爲
へ
ら
く
、
金
石
は
同
類
な
り
と
。
…
…

劉
歆
以
爲
へ
ら
く
、
石
は
白
色
を
ば
主
と
爲
し
、
白
祥
に
屬
す
と
（
劉
歆
以
爲
、
金
石
同

類
。
…
…
劉
歆
以
爲
、
石
白
色
爲
主
、
屬
白
祥
）」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
後
述
の
國
山
碑
で

は
石
を
玉
と
表
記
し
て
い
る
。

（
三
二）
王
に
封
建
さ
れ
、
九
錫
を
受
け
、
禪
讓
の
資
格
を
得
る
こ
と
を
「
魏
武
輔
漢
の
故
事
」
と

称
す
る
こ
と
は
、
石
井
仁
『
曹
操
魏
の
武
帝
』（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
三

三
）
孫
晧
の
君
主
権
力
強
化
策
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
孫
呉
政
権
の
展
開
」（『
漢
学
会

誌
』
三
八
、
一
九
九
九
年
、『
三
國
政
權
の
構
造
と
「
名
士
」』
前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。

（
三
四）
天
璽
元
年
、
呉
郡
言
、
臨
平
湖
自
漢
末
草
穢
壅
塞
、
今
更
開
通
。
長
老
相
傳
、
此
湖
塞
、

天
下
亂
、
此
湖
開
、
天
下
平
。
又
於
湖
邊
得
石
函
、
中
有
小
石
、
青
白
色
、
長
四
寸
、
廣
二

寸
餘
。
刻
上
作
皇
帝
字
。
於
是
改
年
大
赦
（『
三
國
志
』
卷
四
十
八
孫
晧
傳
）。

（
三
五
）（
天
璽
元
年
秋
八
月
）
鄱
陽
言
、
歴
陽
山
石
文
理
成
字
、
凡
二
十
。
云
、
楚
九
州
渚
、
呉

九
州
都
、
揚
州
士
、
作
天
子
、
四
世
治
、
太
平
始
（『
三
國
志
』
卷
四
十
八
孫
晧
傳
）。

（
三
六）
歴
陽
縣
有
石
山
臨
水
、
高
百
丈
、
其
三
十
丈
所
、
有
七
穿
駢
羅
。
穿
中
色
黄
赤
、
不
與
本

體
相
似
、
俗
相
傳
謂
之
石
印
。
又
云
、
石
印
封
發
、
天
下
當
太
平
。
下
有
祠
屋
、
巫
祝
言
、

石
印
神
有
三
郎
。
時
歴
陽
長
表
上
言
石
印
發
、（
孫
）
晧
遣
使
以
太
牢
祭
歴
山
。
巫
言
、
石

印
三
郎
説
天
下
方
太
平
。
使
者
作
高
梯
、
上
看
印
文
、
詐
以
朱
書
石
作
二
十
字
、
還
以
啓
晧
。

晧
大
喜
曰
、
呉
當
爲
九
州
作
都
渚
乎
。
從
大
皇
帝
及
孤
四
世
矣
。
太
平
之
主
、
非
孤
復
誰
。

重
遣
使
、
以
印
綬
拜
三
郎
爲
王
。
又
刻
石
立
銘
、
褒
贊
靈
德
以
答
休
祥
（『
三
國
志
』
卷
四

十
八
孫
晧
傳
注
引
『
江
表
傳
』）。

（
三
七）
羅
振
玉
「
天
發
神
讖
碑
補
考
」（『
羅
雪
堂
先
生
全
集
』
第
六
編
、
台
湾
大
通
書
房
、
一
九

七
六
年
）。
な
お
、『
羅
雪
堂
先
生
全
集
』
第
六
編
に
は
、
先
行
す
る
周
在
浚
「
天
發
神
讖
碑

考
」・
汪
飯
「
天
發
神
讖
碑
續
考
」
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
井
波
陵
一
（
編
）『
魏
晉

石
刻
資
料
選
注
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
）
も
参
照
。

（
三

八
）
又
呉
興
陽
羡
山
有
空
石
、
長
十
餘
丈
、
名
曰
石
室
、
在
所
表
爲
大
瑞
。
乃
遣
兼
司
徒
董

朝
・
兼
太
常
周
處
至
陽
羡
縣
、
封
禪
國
山
。
改
明
年
元
、
大
赦
、
以
協
石
文
（『
三
國
志
』

卷
四
十
八
孫
晧
傳
）。

（
三
九
）
魯
迅
「
會
稽
禹
廟
窆
石
考
」（『
魯
迅
全
集
』
第
八
卷
集
外
集
拾
遺
補
編
、
人
民
文
学
出

版
社
、
一
九
八
一
年
）
は
、
自
ら
の
窆
石
調
査
の
記
録
を
著
し
、
窆
石
が
禹
の
石
船
と
考
え
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ら
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

（
四
〇）
禹
廟
側
有
石
船
、
長
一
丈
、
云
禹
所
乘
也
。
孫
皓
刻
其
背
以
述
功
焉
。
後
人
以
皓
無
勲
可

紀
、
乃
覆
船
刻
字
、
其
船
中
析
（『
太
平
寰
宇
記
』
卷
九
十
六
江
南
東
道
八
）。

（
四
一）
趙
彦
衛
『
雲
麓
漫
鈔
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
六
年
）、
王
旭
『
金
石
萃
編
』（『
石
刻
史
料

新
編
』
新
文
豐
出
版
公
司
、
一
九
八
二
年
）。

（
四

二
）
呉
騫
『
國
山
碑
考
』
（
『
叢
書
集
成
初
編
』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
九
年
）
、
井
波
陵
一

（
編
）『
魏
晉
石
刻
資
料
選
注
』（
前
掲
）。
ま
た
、『
魏
晉
石
刻
資
料
選
注
』
の
作
成
と
と
も

に
行
わ
れ
た
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
宮
宅
潔
は
「
正
統
観
は
い
か
に
展
開
さ
れ
た
か
―
―

上
尊
号
碑
か
ら
辟
雍
碑
ま
で
」（『
石
刻
が
語
る
三
国
時
代
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、

二
〇
〇
五
年
）
と
い
う
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
、
二
〇
〇
六
年
三
月
に
行

わ
れ
た
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
２
回
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
漢
籍
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｒ
で
の

「
魏
・
蜀
・
呉
の
正
統
論
」
と
い
う
報
告
の
な
か
で
、「
禪
國
山
碑
」
に
触
れ
て
い
る
。
文

章
化
さ
れ
て
い
る
前
者
に
よ
れ
ば
、
窆
石
・
天
發
神
讖
碑
・
禪
國
山
碑
の
形
態
の
相
似
は
、

江
南
独
特
の
石
刻
文
化
の
存
在
を
示
す
と
し
、
符
瑞
の
最
初
の
項
目
と
『
呉
越
春
秋
』
と
の

共
通
性
は
、
江
南
土
着
の
神
話
的
世
界
の
取
り
込
み
と
し
て
い
る
。

（
四
三）
國
山
、
在
（
宜
興
）
縣
西
南
五
十
里
。
輿
地
志
云
、
本
名
離
里
山
、
山
有
九
岑
相
連
、
一

名
昇
山
。
呉
五
鳳
二
年
、
其
山
墮
大
石
自
立
、
高
九
尺
三
寸
、
大
十
三
圍
三
寸
。
歸
命
後
又

遣
司
空
董
朝
・
太
常
周
處
至
陽
羡
、
封
禪
爲
中
岳
改
名
國
山
（『
太
平
寰
宇
記
』
卷
九
十
二

江
南
東
道
四
）。

（
四
四）
た
と
え
ば
日
本
が
、
天
皇
を
頂
点
に
統
治
権
の
及
ぶ
範
囲
を
化
内
、
そ
の
外
部
を
天
皇
の

教
化
の
及
ば
な
い
化
外
と
区
別
す
る
と
と
も
に
、
夷
狄
で
あ
る
蝦
夷
・
隼
人
と
と
も
に
蕃
国

で
あ
る
朝
鮮
諸
国
を
も
化
外
と
位
置
づ
け
、
律
令
法
体
系
の
中
に
華
夷
思
想
を
反
映
さ
せ
、

中
華
で
あ
る
中
国
に
対
し
て
は
東
夷
で
あ
り
な
が
ら
、
国
内
に
対
し
て
は
中
華
（
小
中
華
）

と
な
り
、
重
層
的
な
「
中
心
と
周
縁
」
の
シ
テ
ス
ム
を
敷
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義

浩
・
吉
井
明
「
世
界
史
教
育
に
お
け
る
「
中
心
―
周
縁
」
論
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
」（『
僻

地
教
育
研
究
』
四
九
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
。

（
四

五
）『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
に
、「
孫
權
字
は
仲
謀
、
兄
の
策
諸
郡
を
定
め
、
時
に

權
年
十
五
、
以
て
陽
羨
長
と
爲
る
（
孫
權
字
仲
謀
、
兄
策
定
諸
郡
、
時
權
年
十
五
、
以
爲

陽
羨
長
）」
と
あ
る
。

（
四
六）
至
孤
末
德
、
嗣
守
成
緒
、
不
能
懷
集
黎
元
、
多
爲
咎
闕
、
以
違
天
度
。
闇
昧
之
變
、
反
謂

之
祥
、
致
使
南
蠻
逆
亂
、
征
討
未
克
。
…
…
天
匪
亡
呉
、
孤
所
招
也
（『
三
國
志
』
卷
四
十

八
孫
晧
傳
注
引
『
江
表
傳
』）。

（
四
七）『
晉
書
』
卷
十
八
五
行
中
は
、
石
印
山
で
の
「
楚
九
州
渚
、
呉
九
州
都
、
揚
州
士
、
作
天

子
、
四
世
治
、
太
平
始
」
の
二
十
字
を
「
詩
妖
」、
臨
平
湖
の
草
が
除
か
れ
湖
が
開
通
し
た

こ
と
を
「
草
妖
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
臨
平
湖
畔
で
発
見
さ
れ
た
石
函
に
つ
い

て
は
、
触
れ
て
い
な
い
。

（
四
八）
孫
晧
天
璽
元
年
、
呉
郡
上
言
、
臨
平
湖
自
漢
末
穢
塞
、
今
更
開
通
。
又
于
湖
邊
得
石
函
、

函
中
有
小
石
、
青
白
色
、
長
四
寸
、
廣
二
寸
餘
、
刻
作
皇
帝
字
。
于
是
改
天
册
爲
天
璽
元
年
。

孫
盛
以
爲
、
元
皇
中
興
之
符
徴
、
五
湖
之
石
瑞
也
（『
水
經
注
』
卷
四
十
漸
江
水
）。

（
四
九）
孫
堅
母
妊
堅
之
時
、
夢
腸
出
繞
腰
、
有
一
童
女
負
之
繞
呉
閶
門
外
。
又
授
以
芳
茅
一
茎
。

童
女
語
曰
、
此
善
祥
也
。
必
生
才
雄
之
子
。
今
賜
母
以
土
、
王
於
翼
軫
之
地
、
鼎
足
於
天
下
。

百
年
中
應
以
異
寳
授
於
人
也
。
語
畢
而
覺
、
日
起
筮
之
。
筮
者
曰
、
所
夢
童
女
負
母
繞
閶
門
、

是
太
白
之
精
、
感
化
來
夢
。
夫
帝
王
之
興
、
必
有
神
跡
自
表
。
白
氣
者
、
金
色
。
及
呉
滅
而

晉
踐
阼
、
夢
之
徴
焉
（『
拾
遺
記
』
卷
八
）。

（
五
〇）
及
母
懷
姙
堅
、
夢
膓
出
繞
呉
昌
門
、
寤
而
懼
之
、
以
告
鄰
母
。
鄰
母
曰
、
安
知
非
吉
徴
也

（『
三
國
志
』
卷
四
十
六
孫
破
虜
傳
注
引
『
呉
書
』）。

（
五
一
）
初
興
平
中
、
呉
中
童
謠
曰
、
黄
金
車
、
班
蘭
耳
。
闓
昌
門
、
出
天
子
（『
三
國
志
』
卷
四

十
七
呉
主
傳
）。
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「
孫
呉
瑞
祥
年
表
」

建
安
二
十
五
（
二
二
一
）
年
五
月
、
建
業
に
甘
露
。
四
月
、
劉
備
即
位
。
八
月
、
曹
丕

に
臣
礼
を
と
る
。

建
安
二
十
七
（
二
二
二
）
年
三
月
、
黄
龍
が
鄱
陽
に
出
現
。
六
月
、
陸
遜
が
劉
備
を
破

る
。
九
月
、
太
子
の
人
質
を
拒
否
、
曹
丕
に
攻
撃
さ
れ
る

が
撃
退
。
十
月
、
黄
武
と
改
元
。

黄
武
二
（
二
二
三
）
年

四
月
、
群
臣
が
即
位
を
勧
進
す
る
も
許
さ
ず
。
劉
備
崩
御

五
月
、
曲
阿
に
甘
露
。

黄
武
四
（
二
二
五
）
年

＊
六
月
、
皖
口
に
連
理
。

黄
武
五
（
二
二
六
）
年

＊
七
月
、
蒼
悟
に
鳳
凰
。

黄
武
八
（
二
二
九
）
年

公
卿
百
官
即
位
を
勧
進
す
る
も
許
さ
ず
。
四
月
、
夏
口
と

孫
武
昌
に
黄
龍
と
鳳
凰
が
出
現
、
即
位
。
黄
龍
と
改
元
。

權
黄
龍
三
（
二
三
一
）
年

野
蚕
が
繭
。
野
稲
が
自
生
。
會
稽
に
嘉
禾
、
嘉
禾
と
改
元

期
嘉
禾
五
（
二
三
六
）
年

＊
武
昌
で
甘
露
。

嘉
禾
七
（
二
三
八
）
年

孫
權
が
赤
烏
を
見
る
、
赤
烏
と
改
元
。

赤
烏
元
（
二
三
八
）
年

八
月
、
武
昌
に
麒
麟
。

赤
烏
二
（
二
三
九
）
年

三
月
、
零
陵
に
甘
露
。

赤
烏
五
（
二
四
二
）
年

五
月
、
海
塩
に
黄
龍
。

赤
烏
七
（
二
四
四
）
年

正
月
、
新
都
に
白
虎
。
＊
秋
、
宛
陵
で
嘉
禾
。

赤
烏
九
（
二
四
六
）
年

＊
武
昌
で
甘
露
。

赤
烏
十
一
（
二
四
八
）
年

四
月
、
雲
陽
に
黄
龍
。
五
月
、
鄱
陽
に
白
虎
。

赤
烏
十
二
（
二
四
九
）
年

＊
六
月
、
臨
平
湖
に
寶
鼎
。
八
月
、
章
安
に
白
鳩
。

赤
烏
十
三
（
二
五
〇
）
年

神
人
が
改
元
し
て
皇
后
を
立
て
る
こ
と
を
命
令
。

赤
烏
十
四
（
二
五
一
）
年

皇
后
を
立
て
、
太
元
と
改
元
。

太
元
元
（
二
五
一
）
年

十
一
月
、
南
郊
で
郊
祀
。
病
気
で
寝
つ
き
、
翌
年
崩
御
。

孫
建
興
二
（
二
五
三
）
年

十
一
月
、
春
申
に
大
き
な
鳥
が
五
羽
、
五
鳳
と
改
元
。

亮
五
鳳
元
（
二
五
四
）
年

十
一
月
、
交
阯
で
稗
草
が
稲
に
変
わ
る
。

期
五
鳳
二
（
二
五
五
）
年

七
月
、
離
里
山
（
国
山
）
で
大
き
な
岩
が
自
立
。

永
安
三
（
二
六
〇
）
年

三
月
、
西
陵
に
赤
烏
。

孫
永
安
四
（
二
六
一
）
年

九
月
、
布
山
に
白
龍
。

休
永
安
五
（
二
六
二
）
年

七
月
、
始
新
に
黄
龍
。

期
永
安
六
（
二
六
三
）
年

四
月
、
蜀
漢
滅
亡
。
泉
陵
に
黄
龍
、
長
沙
に
青
龍
、
慈
胡

に
白
燕
、
豫
章
に
赤
雀
。

元
興
二
（
二
六
五
）
年

四
月
、
孫
權
の
蒋
山
陵
に
甘
露
、
甘
露
と
改
元
。

甘
露
元
（
二
六
五
）
年

十
二
月
、
曹
魏
滅
亡
。

甘
露
二
（
二
六
六
）
年

八
月
、
各
地
か
ら
大
き
な
鼎
、
寶
鼎
と
改
元
。

孫
建
衡
三
（
二
七
一
）
年

御
苑
に
鳳
凰
、
翌
年
か
ら
鳳
凰
と
改
元
。

晧
天
册
元
（
二
七
五
）
年

呉
郡
で
年
月
が
刻
ま
れ
た
銀
が
見
つ
か
る
、
改
元
。

期
天
册
二
（
二
七
六
）
年

呉
郡
の
臨
平
湖
が
開
通
。
湖
畔
の
石
函
の
中
か
ら
、
皇
帝

と
刻
ま
れ
た
青
白
い
石
が
見
つ
か
る
、
天
璽
と
改
元
。

天
璽
元
（
二
七
六
）
年

八
月
、
鄱
陽
の
歴
陽
山
で
石
印
に
瑞
祥
。
呉
興
郡
の
陽
羨

の
石
室
に
瑞
祥
。
＊
臨
海
郡
に
石
樹
。

記
事
の
冒
頭
に
＊
を
附
し
た
も
の
は
、『
宋
書
』
卷
二
十
八
・
二
十
九
符
瑞
志

中
・
下
を
典
拠
と
し
、
そ
れ
以
外
は
『
三
國
志
』
卷
四
十
七
呉
主
傳
・
卷
四

十
八
三
嗣
主
傳
を
典
拠
と
す
る
。
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「
國
山
碑
」

東
面

１
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

２
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

３
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

４
□
之
□
□
□
子
茲
、
格
于
上
下
、
光
被
八
幽
、
蠉
飛
蠕
動
、
無
不
歸
仁
。
是
故

５
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
賂
□
□
□
□
□
□
□
□
上
尊
□

６
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
靡
不
遑
假
、
民
用

７
不
犯
。
於
是
□
□
□
□
□
□
□
丞
相
沇
□
□
□
□
□
□
□
□
□
率
禮

８
備
儀
。
尊
敬
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
大
□
□
□
□
□
□
□
宮
□

９
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

所
臨
□
、
徘
徊
於
此
。
遂
基
大
宮
、
玉
燭
□
□
、
□
澤
□
淸
、
萬
民
子
來
、
不
曰

10□
□
。
□
□
□
□
、
延
頸
跂
足
、
率
土
來
庭
。
柔
服
百
神
、
經
緯
庶
務
、
日
昃
不

11暇
。
□
觀
六
經
、
旁
貫
百
家
。
思
該
道
根
、
數
世
陵
遲
、
大
繇
未
光
、
闊
立
東
觀
、

12□
紀
實
言
、
建
設
墳
典
、
釆
詢
微
間
。
窮
神
極
化
、
無
幽
不
闡
、
擧
逸
遠
佞
、
寛

13罪
宥
刑
、
守
道
尚
功
、
嘉
善
矜
弱
、
哀
賤
愍
凶
、
□
□
朽
枯
、
上
天
感
應
、
□
□
。

14

南
面□
□
□
踐
阼
初
升
、
特
發
神
夢
、
膺
受
籙
圖
・
玉
璽
。
啓
自
神
匱
、
神
人
指
授

15金
冊
靑
玉
符
者
四
。
日
月
抱
戴
、
老
人
星
見
者
弌
十
有
弌
。
五
帝
瑞
氣
、
黄

16旗
紫
蓋
、
覆
擁
宮
闕
、
顯
著
斗
牛
者
弌
十
有
九
。
麟
鳳
龜
龍
、
銜
圖
負
書
卅

17有
九
。
靑
猊
・
白
虎
・
丹
鸞
・
彩
□
鳳
廿
有
二
。
白
鹿
・
白
睦
・
白
麂
・
白
兎
卅
有
二
。

18白
雉
・
白
鳥
・
白
鵲
・
白
鳩
弌
十
有
九
。
赤
烏
・
赤
雀
廿
有
四
。
白
雀
・
白
燕
廿
有

19桼
。
神
魚
吐
書
、
白
鯉
騰
船
者
二
。
靈
絮
・
神
蠶
、
彌
被
原
野
者
三
。
嘉
禾
秀
穎
・

20甘
露
疑
液
六
十
有
五
。
殊
幹
連
理
六
百
八
十
有
三
。
明
月
火
珠
・
璧
流
離

21卅
有
六
。
大
貝
・
餘
箒
・
餘
泉
桼
十
有
五
。
大
寶
神
璧
・
水
靑
璧
卅
有
八
。
玉

22燕
・
玉
羊
・
玉
鳩
者
三
。
寶
鼎
・
神
鐘
・
神
轣
・
虁
柷
・
神
鬲
卅
有
六
。
石
室
山
石
闓
、

23

西
面石
印
封
啓
、
九
州
吉
發
、
顯
天
讖
彰
、
石
鏡
光
者
弌
十
有
弌
。
神
□
頌
歌
、
廟

24靈
□
示
者
三
。
畿
民
惟
紀
、
湖
澤
闓
通
、
應
讖
合
謠
者
五
。
神
翁
・
神
僮
・
靈
母
・

25神
女
、
告
徴
表
祥
者
卅
有
桼
。
靈
夢
啓
讖
、
神
人
授
書
、
著
驗
□
□
者
十
。
秘

26記
・
讖
文
・
玉
版
紀
德
者
三
。
玉
人
・
玉
印
、
文
釆
明
發
者
八
。
玉
□
・
王
琯
・
玉
瑻

27玉
玦
・
玉
鉤
・
玉
稱
、
殊
輝
異
色
者
卅
有
三
。
玉
尊
・
玉
緩
・
玉
盤
・
玉
罌
、
淸
絜
光

28朖
者
九
。
孔
子
・
河
伯
・
子
胥
、
王
□
宣
言
、
天
平
地
成
、
天
子
出
東
門
鄂
者
四
。

29大
賢
司
馬
微
・
虞
翻
、
推
歩
圖
緯
、
甄
匱
啓
緘
、
發
事
與
運
會
者
二
。
其
餘
飛

30行
之
類
、
植
生
之
倫
、
希
古
所
覿
、
命
世
殊
奇
、
不
在
瑞
命
之
篇
者
、
不
可
稱

31而
數
也
。
於
是
旃
蒙
協
洽
之
歳
、
月
次
陬
訾
之
口
、
日
惟
重
光
大
淵
獻
。
行

32年
所
値
、
實
惟
茲
歳
。
帝
出
虖
震
、
周
易
實
著
。
遂
受
上
天
玉
璽
。
文
曰
、
呉
眞

33□
帝
。
玉
質
靑
黄
、
瞬
理
洞
徹
。
拜
受
祗
筵
、
夙
夜
惟
寅
。
夫
大
德
宜
報
、
大
命

34宜
彰
。
乃
以
柔
兆
涒
灘
之
歳
、
欽
若
上
天
、
月
正
革
元
、
郊
天
祭
地
、
紀
號
天

35璽
、
用
彰
明
命
。
於
是
丞
相
沇
、
太
尉
璆
、
大
司
徒
爕
、
大
司
空
朝
、
執
金
吾
脩
、

36城
門
校
尉
歆
、
屯
騎
校
尉
悌
、
尚
書
令
忠
、
尚
書
昬
・
直
・
晃
・
昌
、
國
史
瑩
・
覈
等
。

37

北
面僉
以
爲
、
天
道
元
嘿
、
以
瑞
表
眞
、
今
衆
瑞
畢
至
、
四
表
納
貢
、
幽
荒
・
百
蠻
、
浮

38海
慕
化
、
九
垓
八
埏
、
罔
不
被
澤
。
率
按
典
繇
、
宜
先
行
禪
禮
、
紀
勒
天
命
。
遂

39於
呉
興
國
山
之
陰
、
告
祭
刊
石
、
以
對
揚
乾
命
、
廣
報
坤
德
、
副
慰
天
下
喁

40喁
之
望
焉
。

41中
書
東
觀
令
史
・
立
信
中
郞
將
臣
蘇
建
所
書
。

42刻
工
殷
政
・
何
赦
。
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